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町議会では

こんなこと決まりました
ここでは、令和３年１１月から令和４年１月までに開催された定例会・臨時会で審議された内容について、
関心が高いと思われるものについて報告します。

　町長より副町長の選任、固定資産評価員を選任
したい旨の提案説明を受け、同意しました。

すがわら  まさひと

菅原　雅仁 氏

副町長
固定資産評価員

 副町長の選任及び固定資産評価員
 の選任に同意

 条 例 の 改 正

倶知安町保健福祉会館設置管理条例・・一部改正
倶知安町住居表示に関する条例・・・・制　　定
倶知安町税条例・・・・・・・・・・・一部改正

 一般会計補正予算（第12号）を可決
■住民税非課税世帯等に対する臨時特別給付金
　2,000世帯×10万円・・・・2億円

■子育て世帯への臨時特別給付金(所得制限世帯分)
　100人×10万円・・・1,000万円

 第１回 臨時会 （令和4年1月21日）

 一般会計補正予算（第８号）を可決
■冬季生活支援費助成事業
　1,105人×12,000円・・・・1,326万円

 第７回 臨時会 （令和3年11月25日）

 第４回 定例会（令和3年12月6日～16日）

 一般会計補正予算（第９号）を可決

■ふるさと寄附金業務委託料・・・5,705万円

■ふるさと応援基金積立金・・・・4,023万円

■町民PCR検査助成金・・・・・△1,264万円

■国民健康保険事業特別会計繰出金・・1,402万円

■新型コロナウイルス接種業務委託料・・1,150万円

■地元のお店応援クーポン発行事業交付金・・△355万円

■くっちゃん経営持続化支援金・・・△1,100万円

■スキー場新型コロナウイルス感染症予防強化支援金・・560万円

■宿泊施設新型コロナウイルス対策支援金・・2,700万円

 一般会計補正予算（第10号）を可決
■子育て世帯へ臨時特別給付金（先行給付）
　　　　　　　　　　・・・1憶1,650万円

　主に下記の事業に伴う補正予算（補正予算全体で
1億6,332万円）を可決しました。

 一般会計補正予算（第11号）を可決

■子育て世帯へ臨時特別給付金（一括給付）
　　　　　　　　　　・・・1憶1,650万円

　本町として年内に現金での一括給付する方針が決
定したことにより、新たな補正予算を可決しました。

 陳情「第10号」の付託

　陳情第10号「倶知安町議会議員の定数削減を
求める陳情」については、議長を除く15人の委
員で構成される「議員定数に関する特別委員会」
に付託されました。

 ２件の意見書を可決

■地球温暖化、海水温上昇に伴う水産漁業被害
　の解明と支援策を求める意見書

■北海道農業の基幹作物てん菜の生産を守るこ
　とを求める意見書
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審議された議案のうち、賛否の分かれた議案のみ掲載しています。
ほかの議案については、全員賛成しました。

盛多勝美議長は採決に加わりません。〇は賛成、×は反対、△は退席、ーは欠席を表しています。

■ 各議員の賛否

陳情審査報告

■陳情第８号
「倶知安町に放射性物質等をもちこませない
　条例」の制定を求める陳情

陳情趣意（全文）

　私たちの町の近隣町村である寿都町、神恵内村
で、高レベル放射性廃棄物の最終処分場建設の「文
献調査」が始まりました。文献調査だけで、終わ
ることはできるでしょうか。法律上は一度調査を
受け入れれば、最終処分場建設地に選定される可
能性が高まります。
　地震大国日本で地下に核ゴミを埋める地層処分
は、地下水への放射能漏れなど生活環境への影響
の危険があります。日本の食糧基地である北海道
の水産物や農畜産物は国民生活に必要不可欠です。
倶知安町は国際リゾート地を掲げ国内外の観光客
誘致に努力しています。2011年3月11日に起きた
福島原発事故のことを考えると、この問題に向き
合わなければいけないと思います。
　この豊かな大地は一度、放射能で汚染されれば、
私たちが住めなくなるだけではなく次の世代へ引
き継ぐこともできません。
　倶知安町は、環境基本条例で、「安全で健康か
つ快適な環境を享受する権利の実現をはかるとと
もに良好な環境を将来の世代へ引き継ぐこと」を
理念として定めています。この理念をもとに、条
例制定により、将来に渡って私たちの町にいかな
る放射性物質等を持ち込まないことを宣言するこ
とを求めます。(ご参考に条例案を添付します。)
　以下、賛同署名1,339筆を付して陳情いたします。

厚生文教常任委員会の陳情審査報告
「不採択とすべきもの」

　陳情審査報告を受けた後に、第４回定例会にお
いて陳情第８号について採決を行った結果、起立
少数(賛成少数)で「不採択」と決まりました。

※下記は陳情第８号の陳情審査報告書の記載

　本町が自らの環境基本条例や道条例の遵守を明
言していること、また本町が処分地として「適
地」ではないという事実を考えれば、本町に「核
のごみ」が持ち込まれる要素や危険性はほぼ無い
と言える。したがってこれらの要素・事実によっ
て陳情者の危惧や懸念は十分に解消されるものと
考える。
　以上の認識から、陳情者らが求める新たな条例
の制定については、本町において改めて条例を制
定する必要はないと判断した。
　陳情第８号については、不採択と決定した。

■陳情第９号
公衆浴場設備による町民の健康増進と「至福
の確保」に関する陳情書

陳情趣意（一部中略）
陳情の要旨
　昭和の時代には、町内に東湯を始め旭湯、竹の湯、
松の湯等銭湯が存在してました。さらに、昭和40
年代に町内で冬季国体、ジャンプ種目が開催され
るのを機に、宮様の宿泊施設として羊蹄閣(現ホ
テルようてい)が開業されました。(中略)
　ところが最近になり、ここも設備の老朽化で8
月で閉鎖となるため是非町内に公衆的浴場の実現
を可能になるよう関係機関にも働きかけ善処する
ことを強く陳情いたします。
陳情の理由
　周辺町村、京極、真狩、ニセコ、蘭越等にはそれぞ
れ温泉施設があり、安価で町民の「至福」を確保して
軽易に利用できているが、倶知安町民は車で隣町に経
済協力しているようで、特に冬季は危険を伴うことも
考えられるので、地元に浴場設備を願うものです。
(中略)
　是非とも地元の多くの人が集える「至福」の浴場設
備を完成させてください。重ねて強く陳情致します。

厚生文教常任委員会の陳情審査報告
「採択すべきもの」

　陳情審査報告を受けた後に、第４回定例会にお
いて陳情第９号について採決を行った結果、全会
一致(全員が賛成)で「採択」と決まりました。
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①
Ｊ
Ｒ
並
行
在
来
線
の
町
民
への
説
明
会
は
11
月
９

　

日
か
ら
10
カ
所
で
行
っ
た
が
、
１
０
０
名
の
参
加

　

を
頂
い
た
。
周
知
の
方
法
と
し
て
何
と
か
で
き
な

　

か
っ
た
の
か
と
いっ
た
と
こ
ろ
も
踏
ま
え
て
、
今
後

　

に
生
か
し
て
い
き
た
い
。
今
回
伺
っ
た
意
見
を
参
考

　

に
今
後
の
検
討
に
生
か
し
た
い
。

②
高
速
交
通
網
が
整
備
さ
れ
て
今
ま
で
以
上
に
人
々

　

が
町
を
訪
れ
や
す
く
な
る
こ
と
か
ら
、
連
動
す
る

　

公
共
交
通
の
あ
り
方
や
か
た
ち
・
仕
事
な
ど
新
た

　

な
地
域
発
展
の
起
爆
剤
と
な
る
と
考
え
て
い
る
。

　

在
来
線
の
存
続
が
起
爆
剤
に
な
る
と
は
考
え
て

　
い
な
い
。

③
在
来
線
の
主
な
利
用
実
態
は
通
学
・
通
院
で
あ
る
。

　

バ
ス
に
お
け
る
待
合
所
・
ト
イ
レ
の
問
題
な
ど
さ

　

ま
ざ
ま
な
利
点
と
課
題
を
整
理
し
た
上
で
地
域

町長
並行在来線は地域発展の起爆剤となるのでは

在来線の存続が起爆剤になるとは考えていない

　
　
　

①
町
民
説
明
会
が
行
わ
れ
た
が
、
参
加
人

　
　
　
　

数
が
少
な
過
ぎ
る
の
で
は
な
い
か
。

も
っ
と
多
く
の
町
民
の
意
見
を
聞
く
必
要
が
あ
る

の
で
は
。

②
並
行
在
来
線
は
地
域
発
展
の
起
爆
剤
と
な
る
の

　

で
は
。
観
光
客
に
と
っ
て
魅
力
あ
る
山
線
と
し

　

て
Ｐ
Ｒ
し
、
新
幹
線
と
の
相
乗
効
果
が
発
揮
で

　

き
る
の
で
は
。

③
在
来
線
の
廃
止
に
よ
っ
て
、
通
勤
・
通
学
や
通
院

　

な
ど
地
域
住
民
の
生
活
へ
の
影
響
が
大
き
い
の

　

で
は
。

④
そ
の
他
の
問
題
と
し
て
30
年
周
期
と
い
わ
れ
て

　

い
る
有
珠
山
が
噴
火
し
た
時
の
貨
物
を
含
む

　

迂
回
路
線
と
し
て
の
役
割
の
重
要
性
な
ど
。

　

以
上
の
４
点
に
つ
い
て
町
長
の
答
弁
を
求
め
る
。

原田　芳男　議員

町
長

問答

　
　
　

①
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
新
た
な
変
異

　
　
　
　

株
「
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
」
の
感
染
が
国
内

で
確
認
さ
れ
た
こ
と
を
受
け
、
岸
田
首
相
は
３

回
目
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
前
倒
し
を
表
明
し
た
。

町
の
取
り
組
み
は
。

②
給
付
金
に
つ
い
て
は
親
の
年
収
９
６
０
万
円
未
満

　

の
18
歳
以
下
の
子
ど
も
に
一
人
当
た
り
年
内
に
現
金

　

５
万
円
、
来
年
春
ま
で
に
ク
ー
ポ
ン
券
で
５
万
円

　

と
し
て
い
る
が
、
国
が
認
め
て
い
る
よ
う
に
現

　

金
で
10
万
円
の
一
括
給
付
で
良
い
の
で
は
。

問

住
民
が
望
む
町
営
プ
ー
ル
を
目
指
し
て

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
に
つ
い
て

①
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
つい
て
は
可
能
な
限
り
で
き
る

　

だ
け
前
倒
し
で
進
め
た
い
と
考
え
て
い
る
。

②
給
付
金
に
つい
て
は
、当
初
の
と
お
り
現
金
と
ク
ー

　

ポ
ン
券
と
考
え
準
備
を
進
め
て
い
る
が
、
こ
れ
か
ら

　

の
正
式
な
通
知
等
も
勘
案
し
て
進
め
て
い
き
た
い

　

と
考
え
て
い
る
。

Ｊ
Ｒ
並
行
在
来
線
に
つ
い
て

③
通
い
や
す
い
、
利
用
し
や
す
い
こ
と
が
生
涯
ス
ポ
ー
ツ　

　

の
場
と
し
て
は
重
要
。
今
後
の
プ
ー
ル
に
関
す
る

　

方
向
性
に
つい
て
は
多
様
な
視
点
で
の
検
討
が
必

　

要
。

町
長

答

　
　
　

①
住
民
が
望
む
プ
ー
ル
と
は
。
関
係
団
体

　
　
　
　

と
の
意
見
交
換
の
結
果
は
。

②
学
校
の
水
泳
授
業
・
倶
知
安
小
学
校
の
プ
ー
ル

　

の
修
復
に
つ
い
て
。

③
公
認
プ
ー
ル
な
ど
今
後
の
プ
ー
ル
の
方
向
性
は
。

問
　

住
民
の
生
活
に
よ
り
良
い
形
で
解
決
す
る
よ
う

　

取
り
組
む
。

④
貨
物
の
問
題
や
、
ま
だ
発
表
さ
れ
な
い
新
幹
線
の

　

ダ
イ
ヤ
な
ど
、
並
行
在
来
線
の
存
廃
に
つい
て
な
ど

　

ご
意
見
を
頂
い
て
い
る
。

　
　

並
行
在
来
線
の
存
廃
に
つい
て
は
北
海
道
新
幹

　

線
並
行
在
来
線
対
策
協
議
会
で
協
議
を
し
っ
か
り

　

進
め
て
い
く
。

町
長

答

①
11
月
29
日
に
利
用
者
な
ど
か
ら
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
実

　

施
し
た
。
多
く
の
意
見
を
頂
き
、
プ
ー
ル
施
設
が

　

多
く
の
町
民
に
必
要
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
改
め

　

て
感
じ
た
。

　
　

関
連
し
て
③
の
今
後
の
方
向
性
に
つい
て
は
、
評

　

価
し
た
内
容
を
基
に
工
事
の
予
定
な
ど
を
検
討

　

す
る
。

②
倶
知
安
小
学
校
の
プ
ー
ル
に
つい
て
は
、
多
額
の
費

　

用
が
掛
か
る
こ
と
や
用
地
の
今
後
の
使
用
の
問
題

　

な
ど
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
修
繕
に
つい
て
は
見
合

　

わ
せ
る
こ
と
に
す
る
。

教
育
長

答
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冬に安心して暮らせる町へ
一人一人に寄り添った雪対策をしていきたい

坂井　美穂　議員

　
　
　

道
路
除
雪
に
よ
り
敷
地
前
に
残
さ
れ
て
し

　
　
　

ま
う
雪
処
理
に
対
し
て
、
町
民
の
皆
さ
ん

は
ご
苦
労
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
間
口
除
雪
に
つ
い

て
問
う
。

①
冬
期
間
の
除
排
雪
等
の
情
報
は
町
民
に
分
か
り

　

や
す
い
も
の
に
な
っ
て
い
る
か
。

②
間
口
除
雪
の
検
討
と
そ
の
問
題
点
。

③
高
齢
者
の
間
口
除
雪
に
対
す
る
対
応
。

④
間
口
除
雪
補
助
に
対
す
る
検
討
。

問

町
長

答①
情
報
を
ま
と
め
た
チ
ラ
シ
を
作
成
し
、
毎
年
12
月

　
の
広
報
に
折
り
込
ん
で
周
知
を
図
って
い
る
。
緊
急

　

性
の
あ
る
情
報
は
、
防
災
放
送
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、

　

Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
を
使
って
周
知
を
図
って
い
る
。

②
間
口
除
雪
に
つい
て
は
、
町
全
体
で
実
施
が
可
能
か

　

検
討
を
始
め
た
が
、
予
算
・
人
員
・
機
材
の
確
保

　

な
ど
の
問
題
か
ら
実
現
が
困
難
で
あ
る
。

③
建
設
課
と
福
祉
医
療
課
、
住
民
環
境
課
に
お
い
て

　

情
報
を
共
有
し
、
公
助
が
必
要
と
さ
れ
る
高
齢
者

　

宅
の
間
口
除
雪
の
状
況
に
つい
て
調
査
を
進
め
て

　
い
る
が
、
大
半
の
お
宅
が
大
変
な
御
苦
労
を
さ
れ

　

な
が
ら
も
し
っ
か
り
と
除
雪
し
て
い
る
。

④
全
町
を
対
象
と
し
た
間
口
除
雪
補
助
に
つい
て
は

　

実
現
性
が
乏
し
い
。
公
助
が
必
要
と
さ
れ
て
い
る

　

高
齢
者
世
帯
の
間
口
除
雪
に
つい
て
福
祉
政
策

　

と
し
て
検
討
を
進
め
て
い
る
が
、
公
平
性
の
確
保

　

な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
が
あ
り
、
引
き
続
き
研
究

　

し
検
討
す
る
。

　

シ
ー
ズ
ン
初
め
に
、
全
町
民
に
発
信
で
き
る
よ
う

な
情
報
の
改
善
を
重
ね
て
ま
い
り
た
い
。

　
一人
一人
に
寄
り
添
っ
た
形
で
雪
対
策
の
対
応
を
し

て
ま
い
り
た
い
。

　
フ
レ
イ
ル
予
防
に
お
け
る
集
い
の
場
に
つ
い
て
は
町

の
保
健
師
や
栄
養
士
が
実
施
す
る
健
康
教
育
に
つ

い
て
、
職
場
や
何
ら
か
の
活
動
で
集
ま
る
場
や
若
い

方
の
集
い
の
場
に
直
接
出
向
い
て
実
施
す
る
こ
と
を

積
極
的
に
進
め
て
、
元
気
な
高
齢
期
に
繋
げ
て
い

け
る
内
容
を
含
め
て
実
施
し
て
い
る
。

　

子
ど
も
の
居
場
所
づ
く
り
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ

れ
の
意
向
に
合
っ
た
子
ど
も
の
居
場
所
づ
く
り
が
重

要
で
あ
ろ
う
と
考
え
て
い
る
。

　
　
　

現
在
、
町
の
花
キ
バ
ナ
シ
ャ
ク
ナ
ゲ
は
、

　
　
　

倶
知
安
町
１
０
０
年
の
時
に
選
定
さ
れ

た
も
の
。
ツ
ツ
ジ
科
の
低
木
で
高
山
植
物
。
花

言
葉
は
「
危
険
」
、
「
近
寄
り
が
た
い
」
。
制
定
か

ら
30
年
が
経
ち
、
現
在
は
倶
知
安
町
景
観
計
画
・

緑
の
基
本
計
画
が
策
定
段
階
で
あ
る
。
こ
の
機

会
に
町
民
に
親
し
ま
れ
、
こ
の
町
を
思
い
出
し

て
も
ら
え
る
よ
う
な
町
の
シ
ン
ボ
ル
と
な
る
新

た
な
花
の
検
討
が
で
き
な
い
か
。

問

集
い
の
場
、
拠
点
の
創
出
へ

町
長

答
　

倶
知
安
町
開
基
１
０
０
年
記
念
事
業
の一
環
と

し
て
、
町
の
象
徴
で
あ
る
羊
蹄
山
の
代
表
的
な
高

山
植
物
と
し
て
平
成
９
年
に
町
の
花
と
し
て
キ
バ
ナ

シ
ャ
ク
ナ
ゲ
が
決
定
さ
れ
た
。

　

変
更
に
は
、
町
民
の
皆
様
の
機
運
の
高
ま
り
が

必
要
と
考
え
て
い
る
。

町長

　
　
　

町
民
の
フ
レ
イ
ル
予
防
や
子
ど
も
の
居
場

　
　
　

所
づ
く
り
と
し
て
集
い
の
場
を
ど
の
よ
う

に
検
討
さ
れ
て
い
る
か
。

問

町
長

答

冬
に
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
町
へ

　
　
　

冬
期
間
の
除
排
雪
等
の
情
報
に
関
し
て
は
、

　
　
　

別
冊
で
倶
知
安
町
の
冬
の
暮
ら
し
情
報

問

の
よ
う
に
、
も
っ
と
分
か
り
や
す
い
も
の
へ
検
討

が
必
要
で
は
な
い
か
。

　

間
口
除
雪
に
関
し
て
は
、
実
態
に
照
ら
し
合

わ
せ
て
も
っ
と
一
人
一
人
に
寄
り
添
っ
た
形
の

雪
対
策
を
し
て
い
く
べ
き
で
は
。

町
長

答新
た
な

「
町
の
花
」
の
検
討
に
つ
い
て

町花  キバナシャクナゲ
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ワクチンとマスクに対する町長の認識を問う
住民が自身で考えて行動できるよう、正しい情報提供を行っていく

冨田　竜海　議員

　
　
　

ワ
ク
チ
ン
接
種
は
い
か
な
る
職
種
、
立
場

　
　
　

の
人
で
あ
っ
て
も
接
種
、
も
し
く
は
不
接

種
の
強
制
は
勿
論
、
接
種
の
有
無
に
よ
る
い
か
な

る
優
遇
も
冷
遇
も
許
さ
れ
な
い
。
こ
の
認
識
は

も
っ
て
い
る
か
。

問

町
長

答
　

接
種
は
本
人
の
同
意
を
前
提
と
し
て
お
り
、
接

種
を
辞
退
さ
れ
る
方
の
キ
ャ
ン
セ
ル
連
絡
方
法
に
つ

い
て
、
否
定
す
る
こ
と
な
く
掲
載
し
て
い
る
。
接
種

の
有
無
に
よ
る
優
遇
、
冷
遇
は
あ
る
べ
き
で
は
な
い
。

　

接
種
券
送
付
時
に
同
封
し
て
い
る
リ
ー
フ
レ
ッ
ト

及
び
接
種
会
場
配
布
の
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
に
掲
載
し
て

い
る
が
、
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
に
全
て
を
記
載
す
る
の
は

難
し
い
。

　

ま
ず
そ
う
いっ
た
制
度
が
あ
る
こ
と
を
周
知
し
、

詳
細
に
つい
て
は
個
別
で
相
談
に
応
じ
て
い
く
。

　
マ
ス
ク
の
着
用
も
非
着
用
も
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
対
象

に
な
る
べ
き
で
は
な
い
と
考
え
て
お
り
、
住
民
が
自

身
で
考
え
て
行
動
で
き
る
よ
う
、
正
し
い
情
報
の

提
供
を
行
って
い
く
。

　
　
　

予
防
接
種
法
に
基
づ
く
副
反
応
疑
い
報
告

　
　
　

に
お
い
て
、
報
告
義
務
を
負
う
の
は
誰
か
。

　

厚
生
文
教
常
任
委
員
会
に
お
い
て
、
ワ
ク
チ
ン

接
種
会
場
を
離
れ
た
後
の
副
反
応
の
有
無
は
調
査

し
て
い
な
い
と
の
回
答
が
あ
っ
た
。
制
度
の
趣
旨

か
ら
考
え
れ
ば
、
そ
も
そ
も
調
査
を
す
る
べ
き

で
は
。

問

町
長

答
　

報
告
義
務
を
負
う
者
は
副
反
応
疑
い
を
診
断
し

た
医
師
等
に
な
る
。
現
時
点
で
町
が
副
反
応
調
査

を
行
う
予
定
は
な
い
が
、
副
反
応
の
種
類
や
状
況

な
ど
を
周
知
し
、
心
配
が
あ
る
場
合
に
は
医
療
機

関
への
受
診
を
勧
め
て
い
く
。

町長

　
　
　

現
状
、
職
員
や
児
童
に
対
し
半
ば
強
制
的

　
　
　

に
マ
ス
ク
着
用
を
求
め
て
い
る
が
、
マ
ス
ク

シ
ン
ド
ロ
ー
ム
等
、
マ
ス
ク
着
用
が
原
因
と
み
ら

れ
る
症
状
が
発
症
し
た
際
、
重
大
な
後
遺
症
が

残
っ
た
場
合
や
死
亡
事
故
に
つ
な
が
っ
た
場
合
の

責
任
の
所
在
は
。

問

町
長

答

　
　
　

ワ
ク
チ
ン
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
に
対
す
る
対
策
は
。

問

町
長

答
　

接
種
は
強
制
的
で
は
な
い
、
本
人
の
意
思
に
よ

る
も
の
で
あ
る
旨
を
説
明
し
、
受
け
る
こ
と
も
受

け
な
い
こ
と
も
尊
重
さ
れ
る
こ
と
の
周
知
を
し
て
い

く
必
要
が
あ
る
。

　
　
　

接
種
に
対
す
る
リ
ス
ク
・
副
反
応
の
情
報

　
　
　

が
不
十
分
で
は
な
い
か
。

問

町
長

答
　

接
種
券
送
付
時
に
同
封
し
て
い
る
ワ
ク
チ
ン
の
説

明
書
に
記
載
が
あ
る
ほ
か
、
接
種
当
日
に
渡
し
て
い

る
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
に
接
種
後
の
注
意
事
項
及
び
接
種

後
の
副
反
応
への
対
応
方
法
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。

　
　
　

重
大
な
後
遺
症
が
残
っ
た
場
合
や
死
亡
事

　
　
　

故
に
つ
な
が
っ
た
場
合
の
補
償
に
対
す
る

記
載
が
抜
け
て
お
り
、
不
十
分
で
は
な
い
か
。

問

町
長

答
　
　
　

マ
ス
ク
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
に
対
す
る
対
策
は
。

問

　
マ
ス
ク
の
着
用
は
誰
か
に
強
要
さ
れ
る
も
の
で
は

な
く
、
自
身
あ
る
い
は
子
ど
も
の
場
合
は
保
護
者

が
判
断
し
て
着
用
す
る
。
こ
の
方
々
が
そ
れ
ぞ
れ

責
任
を
持
って
行
う
も
の
で
あ
る
。

町
長

答

教
育
長

答
　

学
校
側
に
過
失
が
あ
る
場
合
は
当
然
、
町
・
町

教
委
が
法
的
責
任
者
に
な
り
得
る
と
考
え
て
い
る
。

私
自
身
も
重
大
な
事
態
を
発
生
さ
せ
た
場
合
に

は
、
教
育
行
政
の
長
と
し
て
逃
げ
ず
に
対
応
し
、
い

つ
で
も
責
任
を
取
る
覚
悟
で
あ
る
。
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４
月
か
ら
５
月
に
か
け
て
毎
年
、
交
通
安
全
教

室
を
行
っ
て
い
る
。
そ
の
際
、
自
転
車
の
安
全
な
利

用
は
勿
論
、車
両
の
点
検
な
ど
に
つい
て
指
導
を
行
っ

て
い
る
ほ
か
、
ヘ
ル
メ
ッ
ト
着
用
に
よ
る
安
全
性
と
そ

の
効
果
な
ど
に
つい
て
説
明
を
し
て
い
る
。

　

平
成
30
年
10
月
１
日
に
施
行
さ
れ
た
北
海
道
自

転
車
条
例
に
お
い
て
、
ヘ
ル
メ
ッ
ト
の
着
用
に
努
め
る

こ
と
は
、
自
転
車
利
用
者
の
責
務
で
あ
る
と
さ
れ
、

文
科
省
も
ヘ
ル
メ
ッ
ト
着
用
を
努
力
義
務
と
は
し
て

い
る
も
の
の
、
こ
の
こ
と
は
ロ
ー
ド
バ
イ
ク
や
マ
ウ
ン
テ

ン
バ
イ
ク
な
ど
、
競
技
自
転
車
の
愛
好
者
等
を
除

き
必
ず
し
も
十
分
に
住
民
の
理
解
を
得
ら
れ
て
い

る
と
は
言
い
難
い
状
況
に
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

　
ヘ
ル
メ
ッ
ト
の
着
用
に
つ
い
て
、
地
域
、
保
護
者
へ

の
周
知
を
更
に
徹
底
し
、
理
解
を
得
ら
れ
る
努
力

を
重
ね
て
い
く
。

自転車の安全な利用とヘルメット着用指導の現状は
地域保護者への周知を更に徹底し、理解を得られる努力を重ねる

　
　
　

小
中
学
校
に
お
い
て
の
自
転
車
の
安
全
な

　
　
　

利
用
と
ヘ
ル
メ
ッ
ト
着
用
指
導
の
現
状
と

小
学
校
入
学
時
に
ヘ
ル
メ
ッ
ト
購
入
費
用
補
助

の
実
施
検
討
に
つ
い
て
、
教
育
長
に
伺
う
。

佐藤　英俊　議員

問児
童
・
生
徒
の
自
転
車
の
安
全
な

利
用
と
ヘ
ル
メ
ッ
ト
着
用
指
導
に

つ
い
て

　

し
か
し
、
民
間
事
業
が
投
資
し
た
費
用
を
そ
の

事
業
か
ら
得
る
た
め
の
ハ
ー
ド
ル
は
高
い
と
言

わ
ざ
る
を
得
な
い
。
実
質
１
０
０
日
間
の
稼
働

と
夏
期
間
に
お
い
て
は
収
益
を
あ
て
に
で
き
な
い
。

　

真
に
民
間
ノ
ウ
ハ
ウ
で
活
性
化
し
、
有
効
に

活
用
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
町
有
地
で
あ
る
土
地

売
却
を
行
い
、
そ
の
原
資
で
サ
ン
・
ス
ポ
を
公

共
駐
車
場
、
案
内
所
中
心
と
し
た
複
合
施
設
を

含
め
て
の
再
整
備
や
、
町
営
プ
ー
ル
を
複
合
施

設
と
し
て
建
設
原
資
に
充
て
る
。
Ｂ
プ
ラ
ン
検
討

の
考
え
を
伺
う
。

会
議
を
立
ち
上
げ
、
主
に
交
通
誘
導
面
で
の
議
論

を
進
め
て
き
た
と
こ
ろ
。

　

ま
た
、
広
く
知
ら
れ
て
い
な
い
点
の一つ
と
し
て
、

第
一
駐
車
場
は
ニ
セ
コ
積
丹
小
樽
海
岸
国
定
公
園
の

駐
車
場
区
と
な
っ
て
お
り
、
当
該
国
定
公
園
の
管

理
指
針
に
お
い
て
、
駐
車
場
は
通
過
型
の
利
用
者

の
た
め
に
利
用
動
向
を
踏
ま
え
な
が
ら
整
備
し
、

利
便
性
を
確
保
す
る
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。
国

定
公
園
内
に
お
い
て一
定
の
台
数
の
駐
車
場
は
確
保

す
べ
き
機
能
と
な
って
い
る
と
こ
ろ
。

　

民
間
活
力
導
入
の
際
は
、
本
体
事
業
と
な
る
駐

車
場
や
交
通
機
能
の
他
に
附
帯
事
業
や
任
意
事
業

と
し
て
民
間
事
業
を
導
入
し
、
こ
れ
に
よ
り
民
間

で
は
採
算
を
確
保
し
、
行
政
側
は
土
地
の
賃
借
料

な
ど
を
事
業
の
整
備
費
用
に
充
て
て
い
く
こ
と
に
な

る
。
サ
ン
・
ス
ポ
ー
ツ
ラ
ン
ド
は
、
シ
ン
ボ
ル
ゲ
ー
ト

の
機
能
を
補
完
す
る
場
所
と
し
て
駐
車
場
の
整
備

方
針
で
も
示
し
て
い
る
と
こ
ろ
。

ひ
ら
ふ
第
一
駐
車
場
再
整
備
の
Ｂ
プ
ラ
ン

　
　
　

本
町
は
現
在
、
ひ
ら
ふ
第
一
駐
車
場
再
整

　
　
　

備
に
向
け
検
討
会
の
場
で
議
論
を
重
ね
て

い
る
。
検
討
会
か
ら
示
さ
れ
て
い
る
主
な
内
容
は
、

整
備
費
用
の
民
間
導
入
方
式
が
有
力
で
あ
る
。

問

教
育
長

答

教育長

　

第
一
駐
車
場
再
整
備
に
つ
い
て
は
、
平
成
27
年
度

に
ひ
ら
ふ
エ
リ
ア
に
お
け
る
観
光
施
設
等
の
整
備
検

討
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
、
そ
し
て
更
に
平
成
28
年
度

に
は
ひ
ら
ふ
地
区
駐
車
場
再
整
備
に
係
る
有
識
者

町
長

答
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「倶知安駅周辺まちづくり提案書」に基づく町の取り組みは
今後、緊密に連携を図って進めていく

小川　不朽　議員

　
　
　

11
月
29
日
、
倶
知
安
商
工
会
議
所
は
町
に

　
　
　

「
倶
知
安
駅
周
辺
ま
ち
づ
く
り
提
案
書
」

を
提
出
し
た
。

　

提
案
書
の
内
容
は
、
商
業
施
設
と
子
育
て
支
援

施
設
を
新
た
に
設
け
て
駅
前
の
活
性
化
を
目
指
す

と
す
る
内
容
で
、
絵
本
館
を
ホ
ク
レ
ン
倶
知
安

支
所
の
建
物
に
整
備
す
る
等
と
し
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
整
備
事
業
の
具
体
に
つ
い
て
伺
う
。

問

　

９
月
27
日
、
こ
ど
も
未
来
課
で
は
、
役
場
の
建

築
士
と
と
も
に
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー
の
現
況
に
つ
い

て
確
認
を
行
い
、
施
設
面
に
お
い
て
課
題
点
が
多

く
あ
る
と
い
う
こ
と
が
分
か
っ
た
。

　

11
月
30
日
、
羊
蹄
山
ろ
く
高
齢
者
・
障
が
い
者

福
祉
推
進
協
議
会
の
幹
事
会
を
開
催
し
て
、
当
該

施
設
の
現
状
に
つ
い
て
報
告
・
説
明
を
し
、
共
有
化

を
図
っ
た
。

　

今
後
の
施
設
の
在
り
方
に
つ
い
て
は
こ
れ
か
ら
と

い
う
こ
と
に
な
り
、
議
員
の
提
案
に
つ
い
て
、
今
後

関
係
部
署
と
連
携
し
保
健
福
祉
会
館
へ
の
移
転
の

可
能
性
も
含
め
て
、協
議
検
討
を
行
って
い
き
た
い
。

　
（
意
見
交
換
会
で
の
）
町
民
の
中
か
ら
も
さ
ま
ざ

ま
な
意
見
、
将
来
を
見
据
え
た
考
え
や
課
題
な
ど

の
声
を
踏
ま
え
、
町
長
と
し
て
判
断
す
る
時
期
に

な
って
き
た
と
考
え
て
い
る
。

　
一
方
で
、
並
行
在
来
線
の
存
廃
の
決
定
に
つ
い
て

は
、
協
議
会
の
後
志
ブ
ロッ
ク
会
議
で
、
沿
線
自
治

体
が
そ
れ
ぞ
れ
の
考
え
方
を
持
ち
寄
り
、
課
題
を

整
理
し
た
上
で
全
会
一致
が
必
要
で
あ
る
。

　

ま
ず
は
町
と
し
て
、
10
年
後
、
20
年
後
に
地
域

公
共
交
通
が
ど
う
あ
る
べ
き
か
、
地
域
の
住
民
の

足
を
ど
う
確
保
で
き
る
の
か
、
住
民
の
皆
様
の
声

と
本
会
議
で
の
議
論
な
ど
を
総
合
的
に
勘
案
し
、

将
来
を
見
据
え
た
地
域
公
共
交
通
の
方
向
性
を
判

断
し
た
上
で
、
所
管
の
委
員
会
に
お
い
て
報
告
さ
せ

て
い
た
だ
き
た
い
。

　

こ
の
提
案
書
は
、
ま
ち
づ
く
り
会
社
準
備
室
と

し
て
、
今
後
の
ま
ち
づ
く
り
の
基
本
的
な
考
え
方

と
駅
前
拠
点
整
備
に
関
す
る
提
案
で
あ
り
、
不
動
産

取
得
や
施
設
整
備
・
運
用
、
全
体
的
な
ス
ケ
ジ
ュー
ル

に
つ
い
て
今
後
、
協
議
・
調
整
を
し
な
が
ら
緊
密
に

連
携
を
図
って
進
め
て
い
く
。

　

絵
本
館
に
つ
い
て
は
、
こ
の
ま
ち
な
か
広
場
の
敷

地
の
中
で
組
み
込
ま
す
こ
と
が
可
能
と
の
提
案
と

受
け
止
め
て
い
る
。

羊蹄山ろく発達支援センター（北３東２）

町長

町
長

答羊
蹄
山
ろ
く
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー

移
転
の
適
地
は
保
健
福
祉
会
館

　
　
　

羊
蹄
山
ろ
く
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、
羊
蹄

　
　
　

山
麓
７
カ
町
村
の
発
達
支
援
が
必
要
な

幼
児
・
児
童
等
が
利
用
し
て
い
る
。

　

築
52
年
の
羊
蹄
山
ろ
く
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー

施
設
に
は
、
狭
隘
と
老
朽
化
の
改
善
を
求
め
る

声
が
こ
れ
ま
で
幾
度
も
あ
が
り
、
町
長
は
現
在
、

具
体
的
な
検
討
を
進
め
て
い
き
た
い
と
し
て
い
る
。

　

保
健
福
祉
会
館
内
の
空
き
ス
ペ
ー
ス
の
跡
利

用
も
考
え
た
時
、
本
施
設
を
保
健
福
祉
会
館
内
に

問

移
転
す
る
こ
と
が
敵
地
で
あ
り
、
最
善
策
と
考
え

る
が
。

町
長

答

並
行
在
来
線
対
策
協
議
会
ブ
ロ
ッ
ク

会
議
の
結
果
に
基
づ
い
て

　
　
　

町
に
お
い
て
、
町
長
の
「
ま
ち
ト
ー
ク
」
を

　
　
　

含
め
計
10
カ
所
の
会
場
で
「
北
海
道
新
幹

線
に
向
け
た
地
域
交
通
の
あ
り
方
に
関
す
る
意
見

交
換
会
」
を
開
催
し
た
。
ち
な
み
に
私
も
５
カ
所

の
会
場
で
、
参
加
住
民
と
町
長
の
意
見
交
換
に
聞

き
入
っ
た
。

　

対
策
協
議
会
ブ
ロ
ッ
ク
会
議
で
は
、
今
月
12
月

に
も
沿
線
９
自
治
体
の
意
向
を
聞
く
場
を
設
け

る
と
し
て
い
る
。

　

今
後
の
議
会
へ
の
対
応
、
町
長
の
考
え
と
方

向
性
に
つ
い
て
伺
う
。

問

町
長

答
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来
年
４
月
か
ら
藤
幼
稚
園
（
こ
ど
も
園
）

　
　
　

が
「
土
曜
保
育
」
を
実
施
す
る
こ
と
と
な
っ

た
。
未
実
施
は
、
め
ぐ
み
幼
稚
園
（
こ
ど
も
園
）

だ
け
と
な
っ
た
。
「
土
曜
保
育
」
の
完
全
実
施
ま

で
あ
と
一
歩
だ
。
来
年
度
か
ら
の
「
土
曜
保
育
」

の
見
通
し
は
。

『本町と核のごみ』  受け入れ、持ち込みはあるのか
あり得ない  今後もこの考えに揺るぎはない

笠原　啓仁　議員

町長

　
　
　

本
定
例
議
会
初
日
、
議
会
は
「
倶
知
安
町
に

　
　
　

放
射
性
物
質
等
を
も
ち
こ
ま
せ
な
い
条

例
」
の
制
定
を
求
め
る
陳
情
を
不
採
択
と
し
た
。

　

本
町
に
「
核
の
ご
み
」
が
持
ち
込
ま
れ
る
可

能
性
や
危
険
性
は
な
く
、
条
例
は
必
要
な
い
と

判
断
し
た
た
め
だ
。

　

町
長
に
も
条
例
の
提
案
権
が
あ
る
。
今
後
、

陳
情
者
ら
の
思
い
や
期
待
が
町
長
に
向
け
ら
れ
る

か
も
し
れ
な
い
。
こ
れ
ま
で
の
町
長
の
言
動
か

ら
す
る
と
、
本
町
で
は
核
の
ご
み
の
『
受
け
入
れ
』

も
『
持
ち
込
み
』
も
あ
り
得
な
い
と
思
う
。
「
核

の
ご
み
」
と
条
例
に
対
す
る
町
長
の
考
え
は
。

問

町
長

答
　

本
町
に
お
い
て
は
、
一つ
に
は
北
海
道
が
制
定
し
、

持
ち
込
み
は
受
け
入
れ
難
い
と
し
た
「
北
海
道
に

お
け
る
特
定
放
射
性
廃
棄
物
に
関
す
る
条
例
」
を

遵
守
す
る
こ
と
。

　

二
つ
目
に
は
、
町
の
環
境
基
本
条
例
の
目
的
や

基
本
理
念
な
ど
を
踏
ま
え
、
受
け
入
れ
を
検
討
す

る
余
地
は
な
い
こ
と
。

　

三
つ
目
に
は
、国
が
示
し
て
い
る
科
学
的
特
性
マッ

プ
か
ら
見
て
も
、
本
町
に
対
し
国
か
ら
の
地
層
処

分
の
申
し
入
れ
は
あ
り
得
な
い
こ
と
。
こ
う
し
た

姿
勢
や
立
場
、
事
実
は
、
今
後
も
揺
る
ぎ
な
い
も

の
と
考
え
て
い
る
。

　

し
た
が
っ
て
、
持
ち
込
ま
せ
な
い
こ
と
を
条
例
化

せ
ず
と
も
、
皆
さ
ん
が
抱
く
不
安
や
懸
念
を
十
分

取
り
払
う
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
て
い
る
。

『
こ
ど
も
園
で
の
土
曜
保
育
』

完
全
実
施
ま
で
あ
と
一
歩

『
国
政
選
挙
の
投
票
率
』

問

問

　
　
　

18
歳
、
19
歳
は
上
が
っ
て
い
る
か
。

　

子
育
ち
、
子
育
て
に
つ
い
て
の
業
務
は
非
常
に
多

岐
に
わ
た
り
、
役
場
組
織
の
中
で
も
横
断
的
な
取

り
組
み
が
必
要
と
な
る
。
ま
た
、
倶
知
安
町
課
設

置
条
例
で
は
、
重
要
政
策
の
企
画
及
び
総
合
調
整

に
関
す
る
こ
と
は
総
合
政
策
課
が
担
う
こ
と
と
な
っ

て
い
る
。
く
っ
ち
ゃ
ん
子
条
例
の
制
定
は
、
私
の
重

要
施
策
。
そ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
総
合
政
策
課
が

中
心
と
な
り
策
定
作
業
を
取
り
進
め
て
い
る
。

　

な
お
、
条
例
の
提
案
は
来
年
の
９
月
定
例
議
会

に
、施
行
は
新
年
度
（
令
和
５
年
）
を
考
え
て
い
る
。

『
町
の
図
書
室
』

「
福
祉
的
配
慮
」
が
必
要
だ

　

本
町
で
実
施
さ
れ
た
選
挙
で
は
、
本
年
の
衆
院
選

が
投
票
率
・
投
票
者
数
共
に
過
去
最
高
と
な
っ
た
。

町
長

答
　

10
月
13
日
、
町
の
担
当
課
と
３
園
で
、
令
和
４

年
度
に
係
る
土
曜
保
育
を
含
め
た
実
施
状
況
に
つ

い
て
協
議
し
た
。
土
曜
保
育
に
つ
い
て
、
藤
幼
稚
園

が
自
園
に
お
い
て
実
施
、
め
ぐ
み
幼
稚
園
は
実
施

で
き
な
い
と
の
報
告
を
受
け
た
。
め
ぐ
み
幼
稚
園

の
５
歳
児
４
名
、
４
歳
児
１
名
の
土
曜
保
育
は
引
き

続
き
「
ぬ
く
ぬ
く
」
で
行
う
が
、
あ
く
ま
で
暫
定

的
な
対
応
で
あ
る
の
で
、
今
後
も
め
ぐ
み
幼
稚
園

に
対
し
て
は
土
曜
保
育
の
実
施
を
求
め
て
い
く
。

町
長

答
　

施
設
整
備
に
つ
い
て
は
、
財
政
的
な
裏
付
け
が
あ

る
程
度
見
通
せ
な
い
中
で
は
、
な
か
な
か
計
画
も
進
め

ら
れ
な
い
。
今
後
は
電
子
図
書
館
導
入
な
ど
ソ
フ
ト
面

に
つい
て
の
十
分
な
協
議
・
検
討
を
行
って
い
き
た
い
。

問
　
　
　

つ
い
先
日
、
80
代
の
女
性
か
ら
「
公
民
館

　
　
　

３
階
の
図
書
室
を
何
と
か
し
て
欲
し
い
。

行
き
た
く
て
も
行
け
な
い
。
」
と
私
に
電
話
が

あ
っ
た
。
本
町
の
図
書
室
は
「
福
祉
的
配
慮
」

を
最
も
必
要
と
す
る
公
共
施
設
の
一
つ
だ
。
３
階

の
図
書
室
を
誰
も
が
行
き
や
す
い
場
所
に
移
転

さ
せ
る
な
ど
の
措
置
が
必
要
だ
。
町
長
の
見
解
は
。

答

『
く
っ
ち
ゃ
ん
子
条
例
』

策
定
作
業
は

「
こ
ど
も
未
来
課
」
で

問
　
　
　

現
在
、
町
長
の
目
玉
公
約
で
あ
る
「
く
っ
ち
ゃ
ん

　
　
　

子
条
例
」
の
原
案
を
総
合
政
策
課
が
作
っ
て
い
る
。

　

総
合
政
策
課
で
の
策
定
作
業
を
こ
ど
も
未
来

課
に
移
す
べ
き
と
考
え
る
が
、
町
長
の
見
解
は
。

町
長

答

選
挙
管
理
委
員
長

『
小
学
校
で
の
教
科
担
任
制
』

本
町
で
の
導
入
予
定
は

問
　
　
　

本
町
で
の
教
科
担
任
制
の
導
入
予
定
は
。

　

専
科
教
員
の
確
保
な
ど
不
確
定
要
素
が
多
く
、

文
部
科
学
省
で
も
事
業
推
進
の
工
程
は
明
確
に

な
って
い
な
い
。
推
移
も
し
っ
か
り
と
見
定
め
な
が
ら

堅
実
に
着
実
に
町
と
し
て
取
り
組
み
を
進
め
て
い
く
。

教
育
長

答
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公民連携のまちづくりを推進していくのか？

それぞれの強みをしっかり生かした中で着実に進めていく

森　禎樹　議員

　
　
　

今
後
、
ま
ち
づ
く
り
に
お
い
て
は
公
民
連

　
　
　

携
と
い
う
考
え
方
が
非
常
に
重
要
・
必
要

だ
と
考
え
る
。
ま
た
、
公
民
連
携
を
推
進
し
て
い

く
上
で
は
、
ど
の
よ
う
な
ま
ち
づ
く
り
を
す
る
の

か
が
重
要
で
あ
り
、
基
本
的
な
考
え
方
は
「
第
６

次
倶
知
安
町
総
合
計
画
」
か
ら
読
み
取
れ
る
。

　

し
か
し
、
実
際
の
整
備
計
画
は
全
体
像
が
見
え

て
こ
な
い
。
そ
れ
ぞ
れ
個
別
の
整
備
計
画
は
で
き

て
い
る
が
、
こ
れ
ら
す
べ
て
を
網
羅
し
た
形
の

長
期
的
な
総
合
整
備
計
画
、
つ
ま
り
、
ま
ち
づ
く

り
の
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
が
必
要
。

　

い
ず
れ
に
せ
よ
、
行
政
の
意
識
改
革
と
覚
悟
が

必
要
で
あ
り
、
民
間
の
発
想
と
ス
ピ
ー
ド
感
に

対
応
す
る
柔
軟
性
が
求
め
ら
れ
る
。
そ
こ
で
以
下

を
町
長
、
教
育
長
に
伺
う
。

①
公
民
連
携
に
対
す
る
考
え
方

②
今
後
の
進
め
方

③
な
ぜ
総
合
整
備
計
画
を
作
成
し
な
い
の
か

④
公
民
連
携
を
推
進
す
る
覚
悟
は
あ
る
の
か

問

町
長

答
①
公
民
連
携
は
、
官
と
民
に
よ
る
対
等
の
立
場
で
の

　
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
の
形
成
で
あ
り
、
民
に
お
い
て
は

　

パ
ブ
リ
ッ
ク
マ
イ
ン
ド
、
公
共
の
精
神
が
備
わ
って

　
い
る
か
が
大
変
重
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

　
　

お
互
い
に
地
域
への
愛
着
と
貢
献
の
気
持
ち
を

　

も
って
、
自
分
事
と
し
て
町
を
つ
く
る
た
め
の
共
有

　

が
し
っ
か
り
と
図
ら
れ
て
、
課
題
の
解
決
や
地
域

　
の
発
展
の
た
め
に
連
携
す
る
こ
と
だ
と
捉
え
て
い
る
。

②
今
般
締
結
し
た
町
と
商
工
会
議
所
の
協
定
に
基

　

づ
き
、
相
互
に
協
働
と
連
携
を
促
進
さ
せ
、
ま
ち

　

な
か
の
に
ぎ
わ
い
創
出
を
図
る
施
策
を
推
進
す
る
。

　
　

ま
ず
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
得
意
な
技
・
知
恵
を

　

出
し
合
う
た
め
の
役
割
分
担
を
明
確
に
す
る
必
要

④
公
民
連
携
が
ま
ち
づ
く
り
や
教
育
行
政
に
お
い
て
、

　

よ
り
適
切
な
形
で
推
進
さ
れ
て
い
く
よ
う
十
分

　

に
検
討
・
協
議
し
な
が
ら
取
り
組
ん
で
い
く
。

　

が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

③
現
状
に
お
い
て
は
、
本
町
が
現
在
策
定
し
て
い
る

　

そ
れ
ぞ
れ
の
方
針
・
計
画
が
あ
る
。
こ
の
中
で
公

　

民
連
携
の
可
能
性
、
そ
れ
ぞ
れ
の
計
画
に
お
い
て

　

検
討
す
べ
き
も
の
で
あ
る
と
考
え
る
。

④
今
後
の
ま
ち
づ
く
り
に
お
け
る
さ
ま
ざ
ま
な
事
業

　

を
推
進
す
る
に
は
、
行
政
主
体
の
み
に
捉
わ
れ
る

　

こ
と
な
く
、
官
と
民
と
の
役
割
分
担
が
し
っ
か
り

　

と
図
ら
れ
る
か
ど
う
か
が
公
民
連
携
に
よ
る
事
業

　

展
開
の
可
能
性
に
つい
て
の
検
討
を
加
え
、
公
共
の

　

精
神
を
し
っ
か
り
と
備
え
た
本
町
に
愛
着
を
も
っ

　

て
事
業
を
推
進
し
て
い
た
だ
け
る
パ
ー
ト
ナ
ー
が

　

大
変
重
要
で
あ
る
。

　
　

こ
れ
ら
を
念
頭
に
こ
れ
か
ら
も
し
っ
か
り
と
共
に

　

歩
ん
で
い
き
た
い
と
思
って
い
る
。

町長
行政主体でまちづくりを進めていくのか？

①
②
こ
れ
か
ら
の
ま
ち
づ
く
り
に
お
い
て
、
自
治
体

　

と
民
間
団
体
の
事
業
者
等
が
連
携
し
て
公
共
サ
ー

　

ビ
ス
の
提
供
を
行
う
公
民
連
携
の
仕
組
み
は
、
積

　

極
的
に
取
り
入
れ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
　

山
積
み
す
る
課
題
を
解
決
す
る
た
め
の
事
業
の

　

骨
格
を
町
が
適
切
に
設
定
し
た
上
で
、
民
間
が

　

得
意
と
す
る
分
野
に
関
し
て
は
、
そ
の
知
恵
と

　

力
を
上
手
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
く
。

　
　

こ
の
よ
う
な
考
え
方
で
進
め
て
い
か
な
け
れ
ば
、

　

今
後
の
公
共
事
業
は
な
か
な
か
立
ち
い
か
な
く

　

な
って
し
ま
う
と
考
え
る
。

③
町
有
施
設
の
全
て
を
網
羅
し
た
総
合
整
備
計
画

　

を
新
た
に
作
成
す
る
こ
と
と
し
た
場
合
に
は
、
町

　

長
部
局
と
十
分
に
協
議
し
な
が
ら
、
よ
り
適
切
な

　

施
設
整
備
や
整
備
費
用
の
平
準
化
に
努
め
て
い

　

く
。

教
育
長

答
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町長
町民に届く情報発信

世代間を超えた発信の仕方、意見を出して
　頂いてより良い情報発信に努めて参りたい

波方　真如　議員

　
　
　

「
倶
知
安
町
字
山
田
地
区
の
住
居
表
示
に

　
　
　

関
す
る
公
示
に
つ
い
て
、
問
題
が
あ
る
の

で
は
な
い
か
」
と
の
意
見
を
頂
い
た
。

　

公
示
方
法
に
つ
い
て
問
題
は
な
い
に
し
て
も
、

町
民
に
届
い
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。
私
は
今
回

の
公
示
の
件
だ
け
で
は
な
く
、
こ
の
町
の
さ
ま

ざ
ま
な
こ
と
に
つ
い
て
も
「
町
民
に
届
く
」
こ

の
ポ
イ
ン
ト
が
と
て
も
重
要
で
あ
る
と
考
え
る
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ
り
、
我
々

町
民
は
行
政
の
発
信
す
る
施
策
や
要
請
・
連
絡

な
ど
が
、
以
前
に
比
べ
非
常
に
密
接
な
も
の
と

な
っ
た
。
行
政
に
は
発
信
力
が
問
わ
れ
、
我
々

町
民
は
情
報
を
受
け
止
め
る
ア
ン
テ
ナ
が
必
要

と
な
り
、
双
方
の
努
力
が
必
要
な
時
代
に
な
っ
た
。

　

し
か
し
、
膨
大
な
情
報
の
中
で
届
い
て
い
な

か
っ
た
で
は
済
ま
さ
れ
な
い
問
題
が
あ
る
の
も

事
実
。

　

町
民
に
届
く
情
報
発
信
と
い
う
の
は
、
非
常

に
重
要
で
あ
り
改
善
で
き
る
と
考
え
、
町
長
に

伺
う
。

問

町
長

答
　

こ
の
テ
ー
マ
は
、
私
を
は
じ
め
職
員
全
員
が
本
当

に
古
く
か
ら
課
題
と
し
て
抱
え
て
、
こ
れ
か
ら
も

ず
っ
と
追
求
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
最
大
の
テ
ー
マ

だ
と
い
う
ふ
う
に
認
識
し
て
い
る
。

　

今
回
の
字
山
田
地
区
の一部
に
お
け
る
住
居
表
示

に
関
す
る
公
示
に
つ
い
て
は
、
事
務
手
続
き
上
の
問

題
は
な
か
っ
た
も
の
と
認
識
し
て
い
る
が
、
町
民
に

届
く
と
いっ
た
視
点
で
は
、
発
信
の
方
法
に
丁
寧
さ

を
欠
い
て
い
た
も
の
と
考
え
て
い
る
。

　

幅
広
い
分
野
の
情
報
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
が
、
必

要
な
情
報
に
た
ど
り
着
く
の
が
難
し
く
な
る
傾
向

が
ど
う
し
て
も
出
て
し
ま
う
。

　

そ
こ
で
、
本
町
で
は
問
合
せ
が
多
い
も
の
に
つ
い

て
ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
に
「
話
題
の
ペ
ー
ジ
」
の
リ
ン
ク
を

掲
載
し
、
直
接
ア
ク
セ
ス
で
き
る
よ
う
配
慮
し
て
き

て
い
る
。

　

ま
た
、
特
に
住
民
に
届
け
た
い
情
報
を
集
約
し

た
町
の
話
題
を
ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
、
多
く
の

人
に
必
要
な
情
報
が
速
や
か
に
届
く
よ
う
な
取
り

組
み
も
行
って
い
る
。

　

本
町
の
特
性
上
、
世
界
中
か
ら
の
観
光
情
報
を

求
め
る
方
々
が
増
え
て
き
て
い
る
。
そ
う
いっ
た
方
々

に
対
応
す
る
た
め
、
多
言
語
対
応
の
Ａ
Ｉ
チ
ャ
ッ
ト

ボ
ッ
ト
で
あ
る
Ｂｅ
ｂｏ
ｔ
も
搭
載
し
て
お
り
、
世
界

中
の
方
々
に
観
光
情
報
を
提
供
で
き
る
よ
う
努
め
て

い
る
。

　
　
　

ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
に
載
せ
た
情
報
も
ど
ん
ど
ん

　
　
　

更
新
さ
れ
て
見
ら
れ
な
く
な
る
。
大
事
な

情
報
は
す
ぐ
に
見
ら
れ
る
配
置
に
。
そ
う
い
っ
た

こ
と
も
考
え
て
い
た
だ
き
た
い
。

問

町
長

答
　

本
町
で
は
、
公
示
に
限
ら
ず
広
報
く
っ
ち
ゃ
ん
や

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
は
じ
め
、
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
や
Ｌ
Ｉ

Ｎ
Ｅ
と
いっ
た
Ｓ
Ｎ
Ｓ
や
町
内
会
の
回
覧
等
、
さ
ま

ざ
ま
な
方
法
で
情
報
発
信
を
行
って
い
る
。

　
　
　

倶
知
安
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
つ
い
て

問

町
長

答
　
　
　

我
々
町
民
は
ど
こ
に
ア
ン
テ
ナ
を
張
る
べ
き
か

問

町
長

答
　

単
独
で
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
作
成
会
社
と
契
約
し
て
い

る
わ
け
で
は
な
く
て
、
そ
う
いっ
た
と
こ
ろ
で
の
限

界
と
い
う
の
も
あ
る
。
で
す
が
、
大
変
重
要
な
ツ
ー

ル
と
思
っ
て
い
る
の
で
、
そ
ろ
そ
ろ
今
後
ど
う
す
る

の
だ
と
い
う
と
こ
ろ
も
見
直
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

　

大
幅
に
変
え
る
と
な
る
と
、
か
な
り
の
予
算
も

検
討
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
、
引
き
続

き
検
討
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
。

　
　
　

世
代
に
合
わ
せ
た
発
信
の
仕
方

問

町
長

答
　

本
当
に
世
代
に
よ
っ
て
思
考
や
傾
向
が
違
う
の

で
、
世
代
間
を
超
え
た
そ
れ
ぞ
れ
の
発
信
の
仕
方

と
い
う
も
の
も
、
ど
ん
ど
ん
意
見
を
出
し
て
い
た
だ

い
て
、
よ
り
良
い
情
報
発
信
に
努
め
て
ま
い
り
た
い

と
考
え
て
い
る
。
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町長
今すぐできる経済対策、町長のトップセールスだ

さまざまな機会を通じて、積極的に行っていく

　
　
　

今
す
ぐ
で
き
る
経
済
対
策
、
町
長
の
ト
ッ

　
　
　

プ
セ
ー
ル
ス
だ
。
町
内
で
行
わ
れ
る
建
設

工
事
に
地
元
業
者
が
携
わ
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
、
発
注
者
並
び
に
落
札
業
者
に
要
請
す
る
こ

と
も
町
長
の
大
切
な
仕
事
の
一
環
だ
。

　

さ
ま
ざ
ま
な
機
会
を
通
じ
て
、
町
の
経
済
対
策

に
つ
な
が
る
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
を
積
極
的
に
行
っ
て
い

く
。

作井　繁樹　議員

町
長

問答

問
　
　
　

利
用
額
の
一
定
額
を
環
境
保
全
や
観
光

　
　
　

振
興
の
財
源
と
す
る
ニ
セ
コ
エ
リ
ア
ク

レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
の
発
行
、
カ
ー
ド
会
社
と
交

渉
す
べ
き
。

　
　
　

ま
ち
会
社
準
備
室
に
地
域
お
こ
し
協
力
隊

　
　
　

員
を
募
集
し
て
派
遣
す
べ
き
。

問
　

新
年
度
の
募
集
は
合
計
７
名
に
な
る
予
定
。
そ

の
中
に
、
ま
ち
会
社
準
備
室
で
業
務
を
担
っ
て
い
た

だ
く
方
の
採
用
も
予
定
し
て
い
る
。

町
長

答

民と官、公民連携の推進がより重要である。

　

カ
ー
ド
会
社
の
協
力
は
も
と
よ
り
、
趣
旨
に
賛

同
し
応
援
し
て
く
れ
る
利
用
者
の
方
の
協
力
が
何

よ
り
必
要
。

　
エ
リ
ア
の
魅
力
を
高
め
、
サ
ポ
ー
タ
ー
を
増
や
し
、

こ
れ
に
よ
り
エ
リ
ア
の
魅
力
を
よ
り
一
層
高
め
て
い

く
と
いっ
た
循
環
を
生
み
出
す
。
町
の
消
費
喚
起
、

ま
た
は
魅
力
増
進
に
つ
な
が
る
施
策
に
つ
い
て
、
柔

軟
な
発
想
と
多
様
な
視
点
を
も
って
研
究
し
た
い
。

町
長

答

　
　
　

情
報
を
提
供
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
町
民

　
　
　

に
と
っ
て
さ
ま
ざ
ま
な
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ

ン
ス
が
広
が
る
。
定
期
的
に
新
幹
線
関
連
あ
る

い
は
リ
ゾ
ー
ト
開
発
事
業
関
連
の
情
報
を
発
信

す
べ
き
。

問
　
マ
ッ
プ
等
で
ま
と
め
る
な
ど
し
て
、
で
き
る
だ
け

有
用
な
情
報
を
分
か
り
や
す
い
形
で
発
信
し
た
い
。

町
長

答

　
　
　

倶
知
安
商
工
会
議
所
の
中
に
ワ
ン
ス
ト
ッ

　
　
　

プ
の
相
談
窓
口
を
設
置
、
創
業
サ
ポ
ー
ト

支
援
、
く
っ
ち
ゃ
ん
ー
ｂ
ｉ
ｚ
、
即
ス
タ
ー
ト

さ
せ
る
べ
き
。

問
　

ま
ず
は
、
町
・
商
工
会
議
所
・
金
融
機
関
が
共

通
認
識
を
深
め
、
役
割
の
確
認
を
行
う
た
め
の
話

し
合
い
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
、
創
業
希
望
者
に
寄
り

添
っ
た
創
業
サ
ポ
ー
ト
支
援
の
実
現
に
つ
な
げ
た
い
。

町
長

答
　
　
　

カ
ー
ド
に
拘
る
つ
も
り
は
な
い
。
今
の
時

　
　
　

代
だ
か
ら
カ
ー
ド
以
外
に
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ

レ
ス
の
も
っ
と
良
い
別
の
商
品
も
あ
る
と
思
う
。

域
内
循
環
、
話
題
作
り
も
含
め
、
さ
ま
ざ
ま
な

相
乗
効
果
が
期
待
で
き
る
。
積
極
的
に
情
報
発

信
を
し
つ
つ
研
究
を
深
め
て
欲
し
い
。

問

　

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
は
コ
ロ
ナ
感
染
対
策
で
も
あ
る
。

コ
ロ
ナ
禍
で
の
経
験
、
教
訓
を
生
か
し
つ
つ
、
消
費

喚
起
と
連
動
さ
せ
て
研
究
す
る
こ
と
も
大
切
だ
と

思
う
。

町
長

答
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町長
ふるさと納税など使途目的を具体化することで透明化を

木村　聖子　議員

　
　
　

令
和
３
年
11
月
時
点
の
寄
附
は
約
２
億

　
　
　

３
７
０
０
万
円
。
使
途
先
で
は
「
子
育

て
支
援
体
制
や
教
育
の
充
実
」
が
高
い
。

　

そ
れ
に
応
え
る
た
め
に
も
、
分
か
り
や
す
く

事
業
展
開
を
す
る
こ
と
で
、
更
な
る
寄
附
意
欲
や

達
成
感
等
に
繋
げ
る
。

　

ま
た
、
町
民
に
対
し
て
は
事
業
の
実
施
時
期

な
ど
透
明
化
に
貢
献
す
る
と
考
え
る
が
見
解
を

伺
う
。
【
絵
本
館
、
プ
ー
ル
の
改
修
・
移
転
、
フ
ァ

ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
事
業
の
導
入
な
ど
】

問

町
長

答
　

子
育
て
支
援
・
教
育
の
充
実
へ
の
寄
附
金
は
保

育
所
ぬ
く
ぬ
く
の
運
営
、
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の

運
営
、
子
ど
も
医
療
費
等
の
助
成
に
活
用
を
し
て

い
る
。

　

今
後
、
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
で
絵
本
館
改

修
や
プ
ー
ル
改
修
の
ほ
か
、
フ
ァ
ミ
サ
ポ
導
入
な
ど

個
別
具
体
事
業
に
生
か
す
こ
と
は
可
能
で
あ
り
、

事
業
計
画
の
透
明
化
に
つ
な
が
る
こ
と
か
ら
、
今
後

も
積
極
的
に
こ
れ
ら
を
活
用
し
て
い
き
た
い
。

　

ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ
は
現
時
点
に
お
い
て
、
本
町

に
お
け
る
要
綱
の
整
理
を
行
って
お
り
、
実
施
の
準

備
を
進
め
て
い
る
。

町
長

答
　
一昨
年
度
に
策
定
し
た
観
光
地
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
で

質
の
高
い
開
発
の
誘
導
を
掲
げ
、
森
林
・
農
地
な

ど
の
豊
か
な
自
然
が
残
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
を
保
全

エ
リ
ア
と
し
、都
市
開
発
総
量
を
適
切
に
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
す
る
考
え
を
示
し
て
い
る
。

　

こ
の
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
を
踏
ま
え
て
、
昨
年
度
よ

り
景
観
地
区
及
び
特
定
用
途
制
限
地
域
の
見
直
し

を
検
討
し
て
い
る
。

　

リ
ゾ
ー
ト
エ
リ
ア
の
保
全
地
区
は
、
ホ
テ
ル
用
途

建
物
は
床
面
積
１
０
０
０
平
米
以
下
に
す
る
こ
と

で
開
発
の
ボ
リ
ュ
ー
ム
を
抑
え
、
環
境
へ
の
負
荷
の

低
減
、
ス
キ
ー
場
の
良
質
な
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
な
ど

の
効
果
を
見
込
ん
で
い
る
。

　

ま
た
、
保
全
区
の
宅
地
開
発
に
つい
て
は
最
低
敷

地
面
積
を
原
則
１
０
０
０
平
米
と
し
、
ゆ
と
り
あ

る
敷
地
の
確
保
を
求
め
る
こ
と
を
検
討
し
て
い
る
の

で
ご
理
解
願
い
た
い
。

　

こ
の
地
域
を
豊
か
な
も
の
に
し
、
ふ
る
さ
と
倶
知

安
の
創
出
の
た
め
必
要
な
施
策
と
し
て
現
在
、
取

り
組
ん
で
い
る
。

　

旧
み
な
み
保
育
所
跡
地
は
住
宅
用
分
譲
地
と
し

て
整
備
す
る
計
画
で
あ
り
、
子
育
て
世
代
の一定
数

の
定
住
化
を
期
待
し
て
い
る
。
南
６
条
団
地
は
建

て
替
え
を
前
提
と
し
た
計
画
で
検
討
を
進
め
て
い

る
。

　

通
院
や
買
い
物
な
ど
、
移
動
行
為
へ
の
配
慮
は

議
員
の
ご
指
摘
の
通
り
利
便
性
の
良
い
場
所
へ
居
住

地
を
集
約
す
る
、
流
動
す
る
こ
と
は
解
決
方
法
の一

つ
と
考
え
る
が
、
町
有
地
適
正
利
用
に
よ
る
居
住

地
集
約
に
つ
い
て
は
、
じ
ゃ
が
り
ん
号
の
活
用
な
ど

も
含
め
て
よ
り
良
い
解
決
方
法
の
検
討
を
進
め
る
。

い
る
が
、
保
全
区
域
に
宿
泊
用
途
制
限
を
設
け
る

効
果
を
伺
う
。

　

ま
た
、
リ
ゾ
ー
ト
エ
リ
ア
で
あ
り
な
が
ら
１
０
０

坪
程
度
の
宅
地
開
発
で
あ
っ
て
は
、
む
し
ろ
景

観
の
形
成
に
影
響
が
あ
る
と
考
え
る
が
検
討
中

の
内
容
を
伺
う
。

　
　
　

景
観
条
例
制
定
に
伴
う
景
観
や
環
境
資
源

　
　
　

保
護
、
イ
ン
フ
ラ
負
荷
の
軽
減
の
た
め
、

今
ま
で
未
整
備
で
あ
っ
た
エ
リ
ア
の
設
定
や
保
全

区
域
の
設
定
な
ど
、
大
変
重
要
で
あ
る
と
考
え
て

問

ふ
る
さ
と
納
税
や
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン

デ
ィ
ン
グ
、
ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ

等
の
効
果
的
な
運
用
を

若
者
世
帯
と
高
齢
者
世
帯
住
宅
の

振
り
分
け
を

　
　
　

南
６
条
団
地
の
改
修
計
画
が
あ
る
が
、
町

　
　
　

営
住
宅
を
そ
の
ま
ま
建
て
ず
に
一
部
を

若
者
世
帯
向
け
に
宅
地
造
成
し
、
市
街
地
に
近

い
旧
み
な
み
保
育
所
や
旧
測
候
所
跡
に
高
齢
者

住
宅
や
町
住
団
地
に
す
る
こ
と
で
高
齢
者
が
徒

歩
で
行
動
が
可
能
に
な
る
。

　

域
内
交
通
の
整
理
の
た
め
に
も
居
住
地
の
集
約

化
は
必
要
と
考
え
る
。

問

町
長

答緑
・
水
・
景
観
保
全
、
適
正
な

イ
ン
フ
ラ
整
備

ネーミングライツ導入、要綱を整理し準備を進めている
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町長
保健福祉会館の未来は、絵本館はどこに

絵本館は保健福祉会館へ仮移転、その後は検討。

古谷　眞司　議員

　
　
　

施
設
老
朽
化
に
よ
り
急
が
れ
る
絵
本
館
再

　
　
　

整
備
は
、
早
急
な
対
応
が
必
要
だ
と
町
長

は
明
言
さ
れ
て
い
る
中
で
、
保
健
福
祉
会
館
へ
仮

移
転
す
る
よ
う
な
話
も
し
て
い
る
が
、
未
だ
に
明

確
な
方
向
性
が
示
さ
れ
て
い
な
い
。
本
当
に
喫

緊
の
問
題
で
あ
り
、
絵
本
館
を
ヤ
ド
カ
リ
の
よ
う

に
移
転
か
ら
移
転
と
な
っ
て
は
安
心
は
得
ら
れ

な
い
。
現
絵
本
館
を
取
り
壊
し
、
そ
の
場
所
に
新

設
し
、
子
育
て
セ
ン
タ
ー
の
拠
点
と
す
る
こ
と
を

今
決
断
す
べ
き
時
と
考
え
る
。

　

ま
た
、
仮
に
保
健
福
祉
会
館
へ
絵
本
館
を
仮
移

設
し
、
絵
本
館
が
転
出
し
た
後
の
空
き
ス
ペ
ー
ス

の
活
用
に
つ
い
て
も
何
ら
示
さ
れ
ず
、
一
時
し
の

ぎ
に
な
っ
て
い
る
。

　

改
め
て
絵
本
館
の
整
備
計
画
及
び
保
健
福
祉

会
館
の
整
備
計
画
を
伺
う
。

問

町
長

答
　

絵
本
館
は
利
用
者
の
安
全
を
最
優
先
す
る
た

め
、
早
い
時
期
に
暫
定
的
に
絵
本
館
部
分
を
保
健

福
祉
会
館
の
現
在
空
い
て
い
る
事
務
ス
ペ
ー
スへ
移
転

さ
せ
た
い
。

　

し
か
し
な
が
ら
保
健
福
祉
会
館
を
倶
知
安
厚
生

病
院
の
第
２
期
整
備
改
築
に
関
わ
っ
て
院
内
保
育

所
の一時
利
用
の
要
望
が
出
さ
れ
て
い
る
。

　

そ
の
検
討
調
整
の
結
果
次
第
、
暫
定
的
移
転
を

取
り
進
め
、
そ
の
後
に
倶
知
安
商
工
会
議
所
か
ら

先
日
ご
提
案
が
あ
っ
た
駅
前
の
ま
ち
づ
く
り
の
中
で

整
備
す
る
の
か
、
あ
る
い
は
全
く
別
な
場
所
で
の
整

備
と
す
る
の
か
、
今
後
十
分
に
検
討
し
て
い
く
。

　

ま
た
、
保
健
福
祉
会
館
は
、
今
年
度
策
定
が
ス

タ
ー
ト
し
た
「
倶
知
安
町
地
域
福
祉
計
画
」
に
示

さ
れ
る
で
あ
ろ
う
倶
知
安
町
社
会
福
祉
協
議
会
と

連
携
し
、
福
祉
関
連
の
拠
点
と
し
て
整
備
し
た
い
。

①
教
員
加
配
に
よ
り
各
学
級
の
生
徒
数
が
概
ね
30

　

人
前
後
と
な
り
、一人
一人
の
生
徒
に
教
師
の
目
が

　

行
き
届
く
ゆ
と
り
あ
る
教
育
環
境
が
保
障
さ
れ
、

　

学
習
指
導
に
も
生
徒
指
導
に
も
大
き
な
教
育
的

　

効
果
を
生
ん
で
お
り
、
学
力
面
で
は
全
国
平
均

　

並
み
を
維
持
し
て
い
る
。

　
　

平
成
30
年
度
か
ら
ス
マ
イ
ル
ニ
セ
コ
と
の
委
託

　

契
約
に
よ
り
、
オ
ー
ル
イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュの
小
学
校

　

英
語
授
業
を
開
始
、
中
学
校
で
は
令
和
２
年
度

　

か
ら
英
語
科
教
員
への
サ
ポ
ー
ト
テ
ィ
ー
チ
ャ
ー
を

　

配
置
し
て
、
小
学
校
と
の
連
続
性
の
あ
る
授
業
を

　

構
築
し
効
果
を
出
し
て
い
る
。

保健福祉会館は福祉の拠点へ

教
育
環
境
の
更
な
る
進
展

　
　
　

本
町
の
小
学
校
・
中
学
校
に
お
い
て
、
中
学

　
　
　

校
で
の
町
単
独
の
教
員
加
配
、
ま
た
民
間

英
語
塾
に
委
託
し
て
の
小
中
学
校
で
の
英
語
授
業

な
ど
独
自
の
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
取
り
組
ん
で

い
る
。

　

ま
た
、
こ
れ
か
ら
小
学
校
で
の
教
科
担
任
制
で

あ
っ
た
り
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ク
ー
ル
の
導
入
な

ど
、
新
た
な
教
育
環
境
の
計
画
が
さ
れ
て
い
る
。

　

本
町
は
さ
ま
ざ
ま
な
国
の
人
た
ち
が
居
住
し
、

生
活
パ
タ
ー
ン
が
多
様
化
し
て
い
る
。
教
育
の

中
に
も
多
様
性
を
重
視
し
た
教
育
を
し
て
い
く

必
要
が
あ
る
。

　

そ
こ
で
以
下
の
点
に
つ
い
て
教
育
長
に
伺
う
。

①
中
学
校
教
員
加
配
及
び
英
語
授
業
の
評
価
は
ど

　

う
か
。

②
グ
ロ
ー
バ
ル
、
多
様
性
を
認
め
る
社
会
実
現
の

　

た
め
、
教
育
環
境
の
今
後
の
方
策
に
つ
い
て
。

問

教
育
長

答

②
今
年
、
立
命
館
慶
祥
高
校
と
締
結
し
た
協
定
書

　

に
基
づ
き
、
世
界
で
活
躍
で
き
る
人
材
の
育
成
を

　

目
指
す
よ
う
な
協
働
事
業
を
進
め
る
。

　
　

ま
た
、
国
際
的
な
人
材
育
成
を
主
眼
と
す
る

　

国
際
バ
カ
ロ
レ
ア
教
育
に
つい
て
、
現
在
文
科
省
が

　

担
当
部
局
を
構
え
て
積
極
的
に
推
進
し
て
い
る
。

　
　

本
町
小
中
学
校
の
英
語
教
育
等
の
進
展
具
合

　

を
見
守
り
な
が
ら
、
そ
の
導
入
の
可
能
性
を
検
討

　

し
て
い
く
こ
と
に
な
る
可
能
性
が
あ
る
。
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町長
公共インフラ、事業費は維持していきたいのか

計画的に優先順位をしっかりと定めながら進めていく

門田　淳　議員

　
　
　

①
近
年
の
道
路
新
設
改
良
工
事
と
水
道
管

　
　
　
　

整
備
の
施
工
状
況
と
今
後
の
考
え
方
。

②
２
０
３
０
年
に
耐
用
年
数
を
超
え
る
配
水
管
は
。

③
漏
水
対
策
の
調
査
結
果
や
自
然
災
害
へ
の
対
応
は
。

問

町
長

答
①
平
成
30
年
度
２
路
線
２
８
９
メ
ー
ト
ル
、
事
業
費

　

８
４
０
０
万
円
。
令
和
元
年
度
３
路
線
６
４
２

　
メ
ー
ト
ル
、
事
業
費
で
１
億
１
７
０
０
万
円
。
令
和
２

　

年
度
４
路
線
７
５
３
メ
ー
ト
ル
、
事
業
費
で
８
２
０
０

　

万
円
。
町
道
改
良
工
事
の
実
施
は
、
倶
知
安
町

　
の
総
合
計
画
で
示
し
て
い
る
改
良
工
事
４
本
、
延
長

　

３
５
０
メ
ー
ト
ル
程
度
、
こ
れ
ら
を一つ
の
目
安
と

　

し
て
実
施
し
て
い
る
。

　
　

総
合
計
画
以
上
の
事
業
量
を
目
指
し
て
毎
年
度

　

推
進
し
て
い
く
。
水
道
管
の
整
備
に
つい
て
工
事
費

　

と
し
て
１
億
円
、
延
長
に
し
て
１
０
０
０
メ
ー
ト
ル

　

の
更
新
を
継
続
し
て
取
り
組
ん
で
い
く
。

②
現
状
は
、
耐
用
年
数
と
さ
れ
る
40
年
を
経
過
し

　

た
配
水
管
の
延
長
は
４
万
８
８
３
４
メ
ー
ト
ル
と

　

な
って
お
り
、
率
と
し
て
30
・３
％
と
な
って
い
る
。

　
　

こ
の
ま
ま
何
も
更
新
を
行
わ
ず
２
０
３
０
年
に

　

な
っ
た
と
す
る
と
８
万
７
４
７
７
メ
ー
ト
ル
と
い
う

　

こ
と
に
な
り
、率
に
換
算
す
る
と
54・２
％
と
な
る
。

③
今
年
度
水
道
課
で
は
、
専
門
業
者
に
委
託
し
市

　

街
地
を
対
象
に
漏
水
調
査
業
務
を
行
って
お
り
、

　

22
か
所
の
漏
水
個
所
を
特
定
し
て
い
る
。
自
然

　

災
害
に
も
耐
え
ら
れ
る
強
靱
な
水
道
に
し
て
い
け

　

る
よ
う
今
後
も
努
め
て
い
く
。

障
が
い
福
祉
や
子
育
て
に
関
す
る

情
報
発
信
と
普
及
啓
発
の
充
実
を

町
長

答
①
具
体
的
な
施
策
に
つ
な
が
る
取
り
組
み
と
な
る
よ

　

う
さ
ら
な
る
検
討
を
し
て
い
く
。

②
供
給
可
能
物
品
に
つい
て
は
、
積
極
的
に
障
が
い
者

　

就
労
施
設
等
か
ら
の
調
達
を
推
進
し
て
い
く
。

③
子
育
て
支
援
団
体
に
寄
り
添
い
な
が
ら
子
育
て

　

関
連
の
対
応
を
行
って
い
く
な
ど
、
行
政
側
か
ら

　

で
き
る
限
り
の
支
援
を
し
、
子
育
て
子
育
ち
が

　

し
や
す
い
町
と
な
る
よ
う
町
を
あ
げ
て
取
り
組
ん

　

で
い
き
た
い
。

④
９
月
定
例
議
会
で
の
提
案
を
目
指
し
て
策
定
作

　

業
を
取
り
進
め
て
い
く
。

　
　
　

①
障
が
い
福
祉
に
関
係
す
る
政
策
・
計
画
・

　
　
　
　

事
業
に
関
す
る
情
報
を
町
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
な
ど
で
情
報
発
信
の
充
実
を
図
り
な
が

ら
、
よ
り
具
体
的
に
事
業
を
進
め
る
た
め
の
予
算

編
成
や
体
制
づ
く
り
を
整
え
る
べ
き
で
は
。

②
倶
知
安
町
に
お
け
る
障
が
い
者
就
労
施
設
等

　

か
ら
の
物
品
等
の
調
達
推
進
方
針
が
定
め
ら
れ

　

て
い
る
と
認
識
し
て
い
る
が
現
状
は
。

③
既
存
の
子
育
て
支
援
団
体
へ
の
活
動
の
後
押
し

　

や
次
の
ス
テ
ッ
プ
へ
つ
な
げ
る
た
め
の
協
議

　

な
ど
、
新
年
度
予
算
に
向
け
た
取
り
組
み
は
。

④
く
っ
ち
ゃ
ん
子
条
例
の
制
定
に
向
け
た
進
捗

　

状
況
は
。

問
　

計
画
的
に
や
は
り
優
先
順
位
を
し
っ
か
り
と
定

め
な
が
ら
進
め
て
い
く
。

公
共
イ
ン
フ
ラ
に
つ
い
て

教
育
長

答
③
教
育
委
員
会
と
子
育
て
支
援
団
体
を
中
心
と
し

　

た
子
育
て
世
帯
の
方
々
と
の
意
見
交
換
を
よ
り

　

活
発
に
し
、官
民
一体
で
取
り
組
み
を
進
め
て
い
く
。

　
　
　

前
町
長
の
答
弁
で
は
年
間
10
路
線
、
事
業

　
　
　

費
と
し
て
は
２
億
円
程
度
で
進
め
て
い

き
た
い
と
い
う
答
弁
だ
っ
た
が
、
事
業
費
は
減

ら
し
て
い
く
の
か
。
そ
れ
と
も
当
時
の
事
業
費

２
億
円
は
維
持
し
て
い
き
た
い
の
か
。

問

町
長

答
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駅周辺再開発など各種計画の中身が見えない。エネルギー政策の導入も必須
田中　義人　議員

　
　
　

①
各
種
検
討
委
員
会
の
主
催
者

　
　
　

②
こ
れ
ま
で
策
定
し
た
計
画

③
今
後
の
計
画
策
定
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

④
駅
前
通
り
再
開
発
の
誘
導
政
策
の
考
え
を
そ
れ

　

ぞ
れ
伺
う
。

問

町
長

答①
倶
知
安
町
が
新
駅
周
辺
整
備
推
進
委
員
会
、

　

鉄
道
・
運
輸
機
構
が
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
等
対
応
策
検
討

　

協
議
会
、
北
海
道
運
輸
局
が
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
観
光

　

勉
強
会
と
な
って
い
る
。

②
令
和
２
年
に
新
駅
周
辺
整
備
計
画
を
作
成
し
、

　

ア
ク
シ
ョン
プ
ラ
ン
を
推
進
す
る
た
め
の
整
備
推

　

進
委
員
会
を
設
置
し
て
い
る
。

③
令
和
３
年
度
は
整
備
推
進
委
員
会
で
新
駅
前
広
場

　

や
駅
裏
と
の
機
能
分
担
を
議
論
し
て
い
る
。（
在

　

来
線
の
存
廃
は
令
和
４
年
度
の
早
い
段
階
で
示
さ

　

れ
る
予
定
で
も
あ
り
）
そ
こ
が
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
ポ
イ

　

ン
ト
と
な
って
い
く
た
め
、
令
和
４
年
度
か
ら
の

　

本
格
的
な
計
画
策
定
の
準
備
を
進
め
て
い
る
。

④
景
観
計
画
と
併
せ
、
都
市
計
画
の
変
更
あ
る
い
は

　

立
地
適
正
化
計
画
の
策
定
も
考
え
て
い
く
中
で
、

　

容
積
率
の
緩
和
な
ど
も
引
き
続
き
協
議
し
た
い
。

提
案
さ
れ
て
い
る
。

　

財
源
的
な
こ
と
も
あ
る
の
で
、
ま
ち
会
社
の
準

備
室
と
も
話
を
す
る
必
要
が
当
然
出
て
く
る
と
考

え
る
。

官民連携で取り組みたい。景観計画は令和４年度中に策定予定町長

「倶知安駅周辺」
（梶本博美 氏 撮影　無人航空機の飛行に係る許可書　東空運第 19928号）

　
　
　

Ｇ
20
北
海
道
倶
知
安
宣
言
に
基
づ
き
、
エ

　
　
　

ネ
ル
ギ
ー
政
策
を
取
り
入
れ
た
持
続
可
能

で
「
克
雪
」
を
視
野
に
入
れ
た
計
画
を
新
駅
周
辺

再
開
発
に
併
せ
て
策
定
す
べ
き
。

　

開
発
拡
大
に
よ
り
電
力
不
足
も
進
行
し
て
お
り
、

分
散
型
エ
ネ
ル
ギ
ー
イ
ン
フ
ラ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

な
ど
、
国
の
脱
炭
素
社
会
推
進
メ
ニ
ュ
ー
の
活
用

に
つ
い
て
の
見
解
を
伺
う
。

問エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
を
取
り
入
れ
た

ま
ち
づ
く
り
を

町
長

答
　

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
お
い
て
は
、
２
０
３
０
年
ま
で
に
再

生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
割
合
を
大
幅
に
拡
大
さ
せ
る

こ
と
な
ど
が
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

　

先
日
も
北
海
道
電
力
の
社
長
と
も
お
会
い
し
て

意
見
交
換
を
し
た
。
官
民
連
携
に
よ
る
地
域
新
電

力
設
立
活
用
の
ご
意
見
を
頂
い
た
。
総
務
省
以
外

に
も
、
経
産
省
な
ど
か
ら
設
備
導
入
や
ソ
フ
ト・ハ
ー

ド
事
業
に
活
用
で
き
る
補
助
制
度
が
あ
る
よ
う
な

の
で
、
今
後
し
っ
か
り
と
研
究
し
て
い
く
。

　

今
が
こ
う
し
た
政
策
を
進
め
る
ラ
ス
ト
チ
ャ
ン
ス

と
の
意
見
を
踏
ま
え
、
時
機
を
逸
し
な
い
よ
う
、

ま
ち
づ
く
り
会
社
な
ど
と
の
官
民
連
携
で
速
や
か

に
検
討
に
入
り
た
い
。

　
　
　

倶
知
安
商
工
会
議
所
か
ら
提
案
さ
れ
た

　
　
　

「
ま
ち
会
社
」
に
つ
い
て

問

町
長

答
　

石
造
倉
庫
及
び
ホ
ク
レ
ン
支
所
の
建
物
を（
町
が
）

購
入
し
、
指
定
管
理
者
制
度
を
活
用
し
て
ま
ち
会
社

が
管
理
・
運
営
し
て
い
き
た
い
と
す
る
事
業
内
容
、

ま
ち
会
社
への
出
資
、
施
設
整
備
ス
ケ
ジ
ュー
ル
等
が
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先頭に立ち、１４カ町村の代表として厚生連と折衝を
協議会の会長である私が責任を持ってこれよりも進めていきたい

　
　
　

倶
知
安
町
は
厚
生
病
院
に
対
し
て
意
見
を

　
　
　

言
え
る
の
か
と
町
民
の
声
が
届
い
て
い
た
。

い
い
医
者
が
い
れ
ば
、
わ
ざ
わ
ざ
札
幌
ま
で
行

か
な
く
て
も
済
む
と
い
う
こ
と
も
書
い
て
あ
る
。

信
頼
で
き
る
医
者
を
多
く
揃
え
て
い
た
だ
き
た
い
。

こ
れ
は
町
民
の
切
な
る
願
い
で
は
と
考
え
る
。

　

協
定
書
の
倶
知
安
町
の
負
担
金
22
億
７
１
１
６

万
円
、
町
村
負
担
軽
減
と
い
う
の
は
４
億
円
補

助
で
あ
る
。
国
・
道
の
補
助
金
は
ど
こ
へ
行
っ

た
の
か
。
補
助
金
と
負
担
金
の
差
引
勘
定
は
。

最
終
負
担
金
が
入
札
結
果
に
よ
る
と
こ
ろ
で
は
、

あ
ま
り
に
成
り
行
き
主
義
で
は
な
い
か
。

　

農
村
部
の
広
大
な
農
地
に
滑
走
路
や
ヘ
リ
ポ
ー

ト
を
設
置
し
て
、
グ
ラ
イ
ダ
ー
・
熱
気
球
・
遊
覧
飛

行
な
ど
の
ス
カ
イ
ス
ポ
ー
ツ
が
楽
し
め
る
観
光
ス
ポ
ッ

ト
と
し
て
、
グ
リ
ー
ン
シ
ー
ズ
ン
の
集
客
増
に
大
き

く
期
待
が
で
き
る
。
何
よ
り
も
地
域
の
方
々
の
理

解
を
得
る
と
い
う
こ
と
も
大
変
重
要
と
考
え
る
。

　

可
能
な
限
り
の
応
援
を
さ
せ
て
い
た
だ
く
。
足

を
引
っ
張
る
こ
と
な
く
、
こ
の
夢
を
進
め
て
い
け
る

よ
う
な
形
に
い
け
れ
ば
と
い
う
ふ
う
に
希
望
を
持
っ

て
い
る
と
こ
ろ
。

鈴木　保昭　議員

問

町長

　

信
頼
で
き
る
お
医
者
が
多
く
な
る
よ
う
に
、
そ

う
いっ
た
願
い
も
込
め
て
医
療
環
境
の
整
備
を
整
え

て
い
く
。
国
・
道
の
補
助
金
、
補
助
金
と
負
担
金

の
差
引
勘
定
に
つ
い
て
、
協
定
で
は
町
村
の
負
担
す

る
金
額
は
整
備
費
用
の
実
績
額
か
ら
国
や
北
海
道

か
ら
の
補
助
金
等
を
差
し
引
い
た
額
と
し
て
い
る
。

今
回
の
事
業
主
体
と
な
る
北
海
道
厚
生
連
が
今
回

の
補
助
申
請
者
に
な
る
の
で
、
補
助
金
は
町
に
入
っ

て
く
る
の
で
は
な
く
、
北
海
道
厚
生
連
に
入
る
。

　

最
終
負
担
金
に
つい
て
は
、補
助
金
の
額
が
確
定
し
、

整
備
費
用
を
実
績
額
か
ら
差
し
引
い
た
額
と
な
る

の
で
、
協
定
書
の
金
額
を
超
え
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、

本
町
と
し
て
も
協
議
会
と
し
て
も
申
し
入
れ
を
行
う
。

町
長

答

町
長

答
　

大
き
な
財
政
支
出
が
続
く
本
町
の
現
状
に
お
い

て
、
コ
ロ
ナ
禍
と
い
う
こ
と
で
な
か
な
か
思
う
よ
う

に
は
い
か
な
か
っ
た
３
年
間
で
あ
っ
た
が
、
倶
知
安

町
長
と
し
て
の
役
割
を
果
た
し
て
ま
い
り
た
い
。

　

組
織
体
制
の
ス
リ
ム
化
の
観
点
か
ら
、
子
育
て
支

援
を
重
点
施
策
と
し
て
明
確
に
す
る
た
め
、
新
た

に
こ
ど
も
未
来
課
を
設
け
た
。
ま
ち
づ
く
り
新
幹

線
課
内
の
商
工
労
働
部
門
を
切
り
離
し
て
観
光
課

と
合
併
さ
せ
、
観
光
商
工
課
を
設
置
し
た
。

　

副
町
長
の
２
人
制
に
つ
い
て
は
、
外
部
か
ら
の
風

と
い
う
観
点
か
ら
副
町
長
に
限
ら
ず
、
職
員
交
流

な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
手
法
が
考
え
ら
れ
る
の
で
、
今

後
十
分
に
検
討
し
て
い
き
た
い
。

　

能
力
の
あ
る
職
員
の
登
用
に
つ
い
て
は
、
職
員
の

能
力
を
適
格
に
捉
え
、
適
材
適
所
と
な
る
よ
う
な

職
員
配
置
に
つい
て
努
め
て
い
き
た
い
。

空
の
駅

　
　
　

庁
舎
も
新
し
く
な
り
、
私
か
ら
見
る
と
職
員

　
　
　

も
見
違
え
る
ほ
ど
元
気
に
な
っ
た
。
本
当
に

皆
さ
ん
一
生
懸
命
だ
と
思
う
。

　

リ
ー
ダ
ー
と
は
、
そ
の
し
ん
ど
さ
に
耐
え
る

覚
悟
が
必
要
。
町
長
は
「
こ
の
町
を
何
と
か
い
い

町
に
し
た
い
」
と
い
う
思
い
が
職
員
全
員
に
伝
わ

る
よ
う
に
努
力
を
し
な
け
れ
ば
と
思
う
。

　

観
光
が
山
に
あ
る
な
ら
商
工
会
議
所
の
中
に

商
工
課
を
作
っ
て
い
い
と
思
う
。
そ
れ
ぐ
ら
い

思
い
切
っ
た
機
構
改
革
、
行
政
改
革
が
そ
こ
か

ら
始
ま
る
。

　

副
町
長
２
人
制
に
つ
い
て
は
、
１
人
は
内
部
的

な
問
題
、
も
う
１
人
は
外
交
的
に
と
そ
う
い
っ
た

人
選
を
行
う
。
こ
の
こ
と
は
職
員
に
と
っ
て
も

頼
り
に
な
る
と
思
う
。
是
非
外
部
の
風
を
入
れ

る
と
い
う
方
法
を
考
え
る
べ
き
。

　

年
功
序
列
か
ら
能
力
主
義
に
変
更
。
能
力
の

あ
る
職
員
の
登
用
も
考
え
て
は
。

問

町
長

答
　

現
在
、
カ
ラ
マ
ツ
や
ト
ド
マ
ツ
な
ど
の
成
育
が
進

ん
で
、
こ
こ
数
年
は
日
の
光
が
当
た
る
快
適
な
遊

歩
道
の
維
持
が
大
変
厳
し
く
な
って
い
る
。
令
和
５

年
度
か
ら
の
整
備
実
施
を
目
指
し
て
い
く
。
ぜ
ひ

こ
の
環
境
譲
与
税
を
思
い
切
り
活
用
し
て
進
め
て
い

き
た
い
。

旭
ケ
丘
再
整
備

　
　
　

旭
ケ
丘
の
保
健
保
安
林
に
つ
い
て
、
森
林

　
　
　

環
境
譲
与
税
は
十
分
な
積
み
立
て
が
あ
る
。

譲
与
税
を
使
い
、
町
民
が
憩
え
る
場
所
で
あ
れ
ば

私
は
素
晴
ら
し
い
こ
と
だ
と
思
う
。
昭
和
に
施
工

さ
れ
た
も
の
な
の
で
ぜ
ひ
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
を
す

べ
き
。
森
林
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
つ
い
て
は
教
育
の

場
と
し
て
考
え
て
い
た
だ
き
た
く
思
う
。

問

行
政
改
革

　
　
　

牧
草
地
を
滑
走
路
に
と
い
う
こ
と
で
、
空
と

　
　
　

大
地
が
出
会
う
場
所
、
民
間
の
活
力
と

資
金
力
の
活
用
が
考
え
ら
れ
る
。
夏
だ
け
の
観

光
と
い
う
こ
と
で
、
こ
の
場
所
が
本
当
の
魅
力

と
い
う
も
の
は
木
が
青
々
と
茂
る
グ
リ
ー
ン

シ
ー
ズ
ン
と
い
う
こ
と
で
、
ニ
セ
コ
倶
知
安
エ

問

町
長

答
リ
ア
が
も
っ
と
も
っ
と
広
が
る
。
新
た
な
ス
ト
ー

リ
ー
の
実
現
の
た
め
に
、
聞
く
だ
け
で
は
な
く
、

色
々
と
検
討
す
る
と
い
う
考
え
を
望
む
。
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参考人からの陳情趣旨

「議会議員定数削減を求める陳情」を受け、

　令和3年12月3日、町民有志2名より
「倶知安町議会議員の定数削減を求め
る陳情」が盛多議長宛に提出されまし
た。
　その陳情を審査すべく新たな受け皿
として、12月16日に議長を除く15名の
全議員の構成による「議員定数に関する
特別委員会」（古谷眞司 委員長、作井
繁樹 副委員長）を設置し、具体の審査
に取り掛かりました。

　年が明けた令和4年1月20日、陳情者2名を参考人として招
致、陳情者からは下記の3点が主な陳情理由として説明がな
されました。

①前回の平成31年選挙は無投票、選挙へ参加（投票）でき
　なかった。

②次回の令和5年選挙においては現職の勇退も想定され、２回
　連続で選挙へ参加（投票）する権利を失う可能性が高まっ
　ている。

③次回の選挙に参加（投票）するためには定数削減が必要だ。

全議員による新たな特別委員会を設置

特集

＜これからの陳情審査をするに当たって＞
　現在、本町議会では「議会に関する特別委員会」において、本町にとっ
て相応しい議員定数、相応しい議員報酬、議員のなり手確保などの調査が
進められており、そこでの論点整理、示される一定の考え方を十分考慮し
た上での陳情審査が求められます。
　今後、議員定数に関する特別委員会といたしましては、より多くの町民
のご意見を伺うための公聴会などを開催し、6月頃までに一定の方向性を
見出すべく、月2回程度の開催により議論を深める予定です。
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　北海道新聞社と北海道大学公共政策大学院が2018年に行った
共同世論調査によると「地方議員の数」⇒「多すぎる」56％、
「妥当」22％との結果。
　また、「議員に期待する役割」⇒「地域の要望の実現」37％、
「住民と行政との橋渡し役」17％など、定数削減を求める傾向
が散見されるものの、一方では一定程度の役割を求める傾向も
示されております。
　地方議会に詳しい北海道大学の山崎幹根教授によりますと、
客観的かつ科学的に「正しい」定数を導くことは不可能とさ
れており、住民の議会に対する合意形成、住民の合意を得る
努力、「民主主義のコスト」の認知など、不特定多数の住民
に対する議会からの働きかけが重要との見解が示されており
ます。

住民に対する議会からの働きかけの重要性

提出された陳情書
（原文のとおり）

陳 情 書 令和3年12月3日倶知安町議会
議長　盛多勝美　様

倶知安町議会議員の定数削減を求める陳情

　町議会議員の皆様には、倶知安町の発展のために御尽力さ
れていること感謝申し上げます。
　平成31年4月に行われた倶知安町議会議員選挙においては、
立候補者が定数と同じ16名で無投票という結果になったので、
4年に一度の町議会議員選挙に私たち住民が参加（投票）出来
ませんでした。
　次の令和5年4月に行われる予定の町議会議員選挙において、
現職が何名か立候補されず、さらには新たな立候補者がない
場合、私たちは2回連続で参加（投票）する権利を失うこと
になり、選挙による議員の適任者を選ぶことが出来ません。
　また、現在の倶知安町は、インバウンドや海外からの投資
により表向きは人口増、そして景気が上向きとみられている
かもしれませんが、倶知安住民（日本人）の人口は減少して
いることは明らかであり、このことからも適正な議員定数に
ついて考えていく必要があります。
　これらのことから、次回令和5年4月に予定される町議会
議員選挙までに2名ほどの定数削減が必要と考え陳情いたし
ます。速やかに結論を出して頂くようお願い致します。
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■ 新型コロナウイルスワクチンの追加接種
　（3回目）の実施について説明を受けました

　令和4年1月18日の本委員会において、福祉医療課
より新型コロナウイルスワクチンの追加接種（3回目）
の実施について説明があり、質疑がありました。

〇実施時期・・・令和4年2月1日から順次
〇実施場所・・・町保健福祉会館（集団接種）
　　　　　　　　町内医療機関の一部（個別接種）

　詳しくは町広報、町ホームページ、個別に送付す
る接種日程案内等においてお知らせする予定。

１．所管事項
　庶務／税財政／防災／財産及び施設／職員の給与
　／出納等／町議会／その他総務課、総合政策課、
　及び税務課に関すること／他の常任委員会に属さ
　ないこと

２．委員構成（５名）
　委員長　田中　義人　　副委員長　笠原　啓仁
　委　員　古谷　眞司　　委　員　　波方　真如
　委　員　鈴木　保昭

総務常任委員会

常任委員会報告

１．所管事項
　民生安定／保健衛生／墓地等／学校教育及び社会
　教育／その他住民環境課、福祉医療課及びこども
　未来課の所管に関すること

２．委員構成（５名）
　委員長　小川　不朽　　副委員長　坂井　美穂
　委　員　冨田　竜海　　委　員　　森下　義照
　委　員　作井　繁樹

厚生文教常任委員会

■ 郊外デマンドバス「じゃがたく」
    冬季実証実験について

　夏季の実証実験（令和3年8月23日～9月22日）に
続き、冬季間の実証実験（令和3年11月23日～12月
23日）が行われ、中間報告を求めました。

　利用実績は夏季に比べ、冬季は大きく伸びている
ことを受け、来年度以降は費用対効果の観点のみで
はなく、必要な公共サービスとして議論していくこ
とを確認しました。

■ 陳情審査報告

　本委員会に付託の陳情第8号「『倶知安町に放射性
物質等をもちこませない条例』の制定を求める陳情」
及び陳情第9号「公衆浴場設備による町民の健康増進
と『至福の確保』に関する陳情書」について、審査
結果をまとめ、第4回定例会（12月6日）において陳
情審査報告をしました。
　　　　　　　　　　　　　　　　  【P.2～3参照】

■ 新型コロナウイルス感染症対応について

　令和3年10月の特老ホームでのクラスター発生後
は落ち着いていましたが、令和4年1月9日以降、町
内で新型コロナウイルスの感染者が増加傾向にあ
り、観光事業者においてクラスターが発生してい
る報告がありました。事業者名の公表はされておら
ず、北海道との情報共有を行い対処されています。

　ワクチン3回目のブースター接種については、12
月に医療従事者から自主開始し、町民への接種券の
発送は1月開始予定。高齢者の方は2月以降に接種開
始の予定で準備を進めている報告がありました。

■ 法定外税の検討について

　熱海市の別荘等所有税を基に調査を進めている別
荘税。京都市でも検討が進められており、検討に至
った背景が酷似しております。

　有識者からの答申も既に受け、条例案を具体化す
る段階まで進められており、調査対象に加えること
を確認しました。
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・
・

・
・

・
・

・
・

・
経済建設常任委員会

１．所管事項
　農業／商工業／林業（町有林を除く）／畜産業／
　観光／土木／建築／都市計画／その他農林課、観
　光商工課、まちづくり新幹線課、建設課及び水道
　課の所管に関すること

２．委員構成（５名）

　委員長　木村　聖子　　副委員長　門田　　淳
　委　員　森　　禎樹　　委　員　　原田　芳男
　委　員　佐藤　英俊

■ 陳情第11号「新準都市計画策定に広く町民
　 の声を反映させることを求める陳情書」
　上記の陳情書が令和4年1月21日の第1回臨時会に
おいて、本委員会に付託されました。
 これを受けて1月27日に委員会を開催し、調査方法
等を検討。2月14日に陳情者から趣意を伺った上で
内容を精査していくことになりました。

〇リゾートエリアのルール改正：ニセコひらふ地区や
　花園リゾートなどのスキー場周辺エリアにおいて、
　質の高いリゾート地、リゾート開発の拡大を抑える
　ことを目的に最低敷地面積の強化や緑化率の設定が
　検討されています。※景観地区検討部会

〇駅前周辺重点地域の指定、景観形成：駅周辺地域の
　きめ細やかな届出基準と景観形成基準を検討し、
「駅周辺まちなみガイドライン」により踏み込んだ
　景観づくり誘導を図ります。※市街地景観検討部会

〇準都市計画区域の拡大：字高砂・字比羅夫・字峠下・
　字旭(一部)・字花園(一部)・字岩尾別(一部)について、
　リゾート地化の抑制、地域環境の維持を図る目的で、
　建築物等の制限が検討されています。

③ 北海道新幹線開業に向けた地域公共交通の
　 方向性について

　倶知安町としてバス転換の表明をすることについ
て町長から本委員会に報告がありました。委員会以
外の議員を招集して、各委員及び委員外の議員より
多くの質疑や意見がなされました。
　鉄路を残す場合のコストの大きさは、将来に渡り
軽減されることはないと考えられます。
　このため、新幹線駅を中心とした広域交通網をバ
ス運行が担うことで、持続可能な交通体系の構築を
進めることが今後の目標となります。
　※現時点において、北海道と沿線自治体で構成する
　　協議会での方向性の判断には至っておりません。

委員会開催は下記のとおり（令和3年11月から令和4年1月まで）

　11月22日、29日、12月20日、24日、1月18日、27日
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(計6回)
　本委員会は月2回を定例開催とし、必要に応じて随時
開催し調査をしています。

〇マイナンバーカードを健康保険証として利用するに
　は申し込みが必要。

〇本町におけるマイナンバーカードによる保険証利用
　ができる医療機関は現在1機関。（令和3年12月12
　日現在）

〇令和5年3月末には概ね全ての医療機関等での導入
　を目指すこととしている。

■ マイナンバーカード交付促進事業

【マイナンバー交付促進事業】

　令和3年12月22日及び令和4年1月18日の本委員会
において、住民環境課よりマイナンバーカード交付円
滑化計画に基づき、更なるマイナンバーカード普及促
進を図っていくとの説明を受けました。令和5年3月
までにほぼ全国に行き渡ることを目指しています。
　本町における令和3年12月1日現在の交付率34.3％、
交付数5,181枚です。
　とりわけ、カードの申請や受け取り専用の臨時窓口
（1月9日、2月11日）も開設するとしています。

【マイナンバーカードによる保険証利用】

　また、令和3年12月22日の本委員会において、福
祉医療課よりマイナンバーカードによる保険証利用に
ついて説明を受けました。

■ まちづくり新幹線課所管事項
① ひらふ山田地区（一部除く）の住居表示新設

　審議会を経て新町名に関する公示を11月から行っ
ていましたが、公示期間中に「分かりやすい表記に
改める」請願が本町に対して提出されたことを受け
て、審議会にて再考するように委員会として意見を
しました。
　令和3年12月24日開催の審議会において再検討さ
れ、改めて新町名が決定。令和4年2月頃を予定して
いる公示がされた後、議会の議決を経て住民説明会
等が開催されます。
（令和4年10月に新住居表示制度の開始予定）

② 景観計画の中間報告
　景観計画策定にあたり、町全体に係ることから町
民関係団体や有識者等で構成される主会議及び2つの
検討部会において、現在のところ9回程度開催されて
います。検討事項が多いため主な事柄を記載します。
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　議会に関する特別委員会

　本特別委員会では、本町における適正な議員定数
を議論する一環として、令和4年1月19日に下記の
内容で研修会を実施しました。

講　演：「議員定数と議員のなり手確保」
　　　　　　やまざき　   みきね

講　師：山崎　幹根　教授
　　　（北海道大学大学院公共政策学連携研究部）

　山崎教授からは、住民に対する合意形成・理解
を深めるためには不特定多数の住民に対する働き
かけが重要。
　住民説明会や町民との対話の機会を通し、地方
議会の存在感・役割の認知を継続的で長期的な息
の長い取り組みをしなければならないことの理解
が大事であると講演されました。

特別委員会報告

＜講師プロフィール＞
　山崎　幹根 教授
　　　（北海道大学大学院公共政策学連携研究部）

担当科目：比較政府間関係論、北海道政策開発論
専門分野：行政学、地方自治論
出身大学：北海道大学法学部
出身大学院（最終学歴）：北海道大学博士（法学）

＜近年の道内地方議会の動向＞

・無投票、なり手不足で悩む地方議会が多い

・住民からの陳情や条例改正の直接請求によ
　る定数削減を求める動向が散見

・市民(町民)との意見交換を行わない。
　または、形式的なアンケートによる調査のみ
　で「世論」の動向を探るパターンが多い。

（研修会資料より一部抜粋）

＜先行事例に見る地方議員定数の考え方＞

・会津若松市議会/江藤俊昭教授モデル

・専門性を重視した対数の算出式として

　議員定数＝常任委員会数×討議に適した人数
　(7～8人)＋議長1人

・市民性を重視した定数の算出式として

　議員定数＝意見交換会を実施する地区数×
　1区あたりに配置する議員数(4人以上)

（研修会資料より一部抜粋）
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議 ら長 室 か
こ ん に ち は

倶知安町議会 議長　盛多　勝美

　道内での新型コロナウイルス感染症が確認されてから2年
が経過しました。オミクロン株による感染6波は全道各地で
急速に拡大を続けております。
　本町での3回目の新型コロナウイルスワクチン接種につい
ては、町内医療機関での個別接種および保健福祉会館での集
団接種が始まりました。
　私達議員につきましては、オンラインでの委員会開催や３
密の回避、マスク着用、手指消毒など基本的な感染防止対策
を徹底し活動しております。
　さて、3月は第1回定例議会が始まります。令和4年度の予
算を審議し、決定することになります。住民の皆さんの声を
新年度予算に反映させるよう努めてまいります。
　全国的な感染拡大が続き、予断を許さない中ではあります
が、皆様の健康を心よりお祈り申し上げます。

＜大会ビジョン＞ 
札幌らしい持続可能なオリンピック・パラリンピック
～人と地球と未来にやさしい大会で新たなレガシーを～

 オンラインにて2030冬季オリンピック・パラリンピック
 招致に関する説明会に参加しました

　令和4年2月4日に本町議会議員へ向
けて札幌市スポーツ局主催の説明会
がオンラインで開催されました。

　当日は担当者より大会ビジョンが
示され、「スポーツ・健康」「経済・
まちづくり」「社会」「環境」の4つ
の分野を設定し、大会によりもたら
されるもの（レガシー）を明確化す
るなどの説明を受けました。

　また、開催計画ではスキー・アル
ペンスキー、パラアルペンスキー競
技会場としてニセコエリアが含まれ
ていることから、本町にとって身近
でより関心の高い大会となります。
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議会は倶知安町役場庁舎3階の階の議場にて行われています。（定例会は3月・6月・9月・12月の年4回）

議会を傍聴する際には、受付票に氏名等を記入して投函してから傍聴席へお入り下さい。

なお、傍聴の際にお子さまをお連れの方は事前に議会事務局までご連絡をお願いします。

※新型コロナウイルス感染拡大防止のため、傍聴の際にはマスクの着用にご協力お願いします。

第1 回定例会は 3月 7日（月）から開会の予定です。

議会を傍聴してみませんか?

編 集 後 記

委員長 / 原田 芳男

 

　くっちゃんブラスオーケストラ(ＫＢＯと呼ん
でください)は２０１７年１月に発足したまだま
だ若い団体です。
　私たちは吹奏楽の演奏活動を通して倶知安町の
音楽文化向上と中学校・高等学校吹奏楽部への技
術指導を行うなど、地域に根差した音楽活動を推
進しています。発足以来、倶知安町の各種文化行
事に積極的に参加し、親しまれています。
　特に中高生の吹奏楽部は年々活動が充実し、成
果が表れており、今後もサポートして参ります。
　宮下雄一郎元町長の町葬儀での追悼演奏や小川
原脩美術館での管楽アンサンブルやライオンズク
ラブ会合の招待演奏など、地域のイベントに音楽
で協力させていただいております。
　特筆すべき事柄として、２０１９年１０月には
Ｇ２０倶知安観光大臣会合レセプションで世界各
国の大臣と国・道の関係者、そして倶知安町長や
町議会議員の方々を前に「栄光を讃えて」「ふる
さと」の２曲を８０名で歓迎の演奏を行いました。
Ｇ２０の１年前にこのお話をいただき、中高生と
ＫＢＯで準備を重ね本番を迎えました。
　演奏後、控室に鈴木北海道知事が来られ、演奏
者に労いの言葉をかけていただきました。また後
日、田端観光庁長官からは『日本ならではの終演
の演出』とお褒めのお言葉を添えた直筆署名の感
謝状をいただきました。音楽を愛好する我々大人
だけでなく、中高生にとっても一生の記念となる

議会事務局（直通）：0 1 3 6 - 5 6 - 8 0 1 6

g i k a i @ t o w n . k u t c h a n . l g . j p

TEL

E-mail
連絡先

　新型コロナウイルスが現れて３回目の冬を迎えました。現在はオミクロン株の感染増加に振り回され
ています。本町においても３回目のブースターワクチン接種が本年２月から始まりました。
　より良い経口治療薬の開発などで一日も早く気兼ねなく旅行など外出ができるようになることを皆さ
んが望んでいます。
　編集に当たっては、前号からの経過や１２月定例会の議論を皆さんに伝わるように編集しました。今
後においても議会の動きが分かってもらえるよう努めてまいります。今後も宜しくお願い致します。

size:w210×h297mm

冊子 /G20110637_0

演奏となりました。
　コロナ禍の中、思うように演奏ができない中ではありま
すが、「街に音楽を！」コンサートを２０２０年１０月に
開催し、会場にお越しいただきました皆様に心を込めて演
奏させていただきました。
　この演奏会を最後にコロナ感染拡大のため、練習も演奏
会も自粛せざるを得ない状況が続いています。そのような
状況の中、町のご厚意で練習場所に使用させていただいて
いた旧東陵中学校は配電盤老朽化に伴い使用ができなくな
りました。現在は吹奏楽に使用する打楽器等の置き場所が
併設できる練習場がなく、何とかならないものかと苦慮し
ております。
　ＫＢＯは今後も音楽活動を通じ音楽文化の発展と町民の
皆様に心の潤いをお届けできるよう努力して参ります。
　今後ともご支援のほど宜しくお願い致します。

　　　【文責：くっちゃんブラスオーケストラ
　　　　　　　代表・音楽監督・常任指揮者　唐澤　隆博】

くっちゃんブラスオーケストラ
団体名
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